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男　　223.983人　　　　( + 362)
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本日５日
三月定例市

議会を招集

新
年
度
予
算
案
な
ど
三
十
一
件
を
提
案

宮
闕
市
長
は
、
本
日
五
日
、
三
月
定
例
市
議
会
を
招
集

し
ま
す
。

今
回
の
市
議
会
で
は
、
六
十
二
年
度
一
般
会
計
・
特
別

会
計
・
企
業
会
計
な
ど
七
会
計
の
補
正
や
条
例
の
制
定
、

六
十
三
年
度
予
算
案
な
ど
、
三
十
一
件
の
議
案
が
上
程

さ
れ
ま
す
。

新
年
度
は
、
第
三
次

総

合
五

か
年
註
画
の
最

終
年

度

、
い
わ

ば
仕
上
げ
の
年

と
な
り
ま
す
。

は
、
第
三

次
総
合
五
か

年
計
画

に
盛
り
込
ま

れ
た
事
業

の

完
遂
に
重
点
を
置
き
、
六
十
四
年

度

か
ら
始
ま
る
第
四
次
総
合
五

か

年
計
画

を
策
定
す

る
た
め
の
準
備

に
も
配

慮
し
て

い
ま
す
。

主

な
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

補
正
予
算

一
般
会
計
三
十
九
億
三
千
五
百
万
円
余
を
追
加

昭
和
六

十
二
年
度
松
戸
市

一
般

会
計

補
正

予
算

（
第
二

回
）
＝
・

三

十
九
億
三
千
五
百
九

十
万
三

千
円
を
追
加
し
、
七
百

六
十
五

億
二
千

五
百
二

十
五
万
五
千
円

と
し

ま
す
。

特
別
会
計
・
＝
国
民
健
康
保

険
特

別
会
計
は
八
億
八
千
二
百
五
十

四
万
九
千
円

、
下

水
道
事
業
特

別
会
計
は
五
千
八
百
ハ
ト
二
万
六

千
円

、
老
人
保
健

事
業

特
別

会

計

は
二

千
三
百
三

十
六
万

九
千

円

を
増
額
し
ま
す
。

企
業
会
計

…
水
道
事
業
会
計
は

一
千
九
百
七

十
七
万
三

千
円
を

減
額
、
病

院
事
業
会
計

は
三

千

二

十
万
円
を

増
額
、

土
地
区

画

整
理
事
業
会

計
は
八

千
三

百
二

十
九
万
九
千
円

を
減
額
し
ま
す
。

条
例
の
制
定

松
戸
市
文
化
施
設
建
設

基
金
条

例
…
市
民
文
化
等

の
向
上
を
目

的
に
文
化
施
設

の
建

設
を
推
進

す
る
た
め

条
例
の
一
部
改
正

松
戸
市

職
員
定
数
条
例
＝
・
行

政

需
要

の
増
大
に
伴

い
、
職
員

を

増
員
す

る
た
め

松
戸
市
職

員
の
勤
務
時
間
、
休

日

及
び
休
暇
等
に
関
す

る
条
例

国
家
公
務
員

等
の
勤
務
条
件

等
の
改
正

に
準
じ
、
本
市
職
員

‘

の
勤

務
時
間

を
改
正
す
る
た
め

松
戸
市
立
高

等
学
校
授
業
料
等

徴
収

条
例
…
入
学
料
及

び
入
学

学
力
検
査
料
の
額
を
改
定
す

る

た
め

松
戸
市
遺
児
手
当
支
給
条
例
・
：

手
当
の
額
を
増
額
す
る
た
め

松
戸
市
ね
た
き
り
老
人
、
ね
た

き
り
身
体
障

害
者

等
福
祉
手
当

支
給
条
例
・
手

当
の
額
を
増
額

す

る
た
め

『
松
戸
市
国
民
健
康

保
険
条
例
・
＝

保
険
料
の
賦
課
割
合

等
を
変
更

す

る
た
め

松
戸
市

下
水
道
条
例
…
公

共
下

水
道
の
処
理
区
域
を
追
加
す

る

た
め

財
産
の
取
得

松
戸

都
市

計
画
公
園
事
業
二
十

一
世

紀
の

森
と
広
場
建
設
事
業

用
地
・：
公
園
用
地
を
確
保
す

る

た
め

六
十
Ｅ
年
度
予
算
案

一
般
会
計
は
六
・
五
％
増
の
七
百
二
十
五
億
円

新
年
度

の
一
般
会

計
は
、
七
百

二
十
五
億
円
、
特
別

会
計
四
百
十

四
億
一
千
六
十
万
七
千
円
、
企
業

会

計
百

四

十

五

億

六

千

九
百
士

万
三
千
円
、
全
会
計
一
千
二
百
八

十
四
億
七
千
九
百
七
十

二
万

円
で

六
・
九
％
の
伸
び
率

で
す
。

国
も
四
・
八
％
増

と
い
う
新
年

度
予
算
を
組
ん
で

い
ま
す
が
、
松

戸
市
は
こ
れ
を
上
回

っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算

の
使
い
道
で

は
、
第
一
位
が
土
木
費

で
全
体
の

二
六
・
一
％
、
次
い
で
民
生
費
一

七
・
〇
％
、
教
育
費
一
六
・
一
％

な
ど
の
順
と
な
っ
て

い
ま

す
。

主

な
事
業
内
容
は
、
（
仮
称
）
常

盤
平

南
部
市
民
セ
ン
タ

ー
と
六
高

台
市

営
住
宅
の
建
設
、
中
学
校
屋

内

体
育
館
増
築
と
格
技
場

の
建

設

な
ど
で
す
。

新
規
事
業
で
は
、
婦
人

に
関

す

る
施
策
の
総
合
的
企
画
と
連
絡
調

整

を
図

る
「
婦
人
担
当
室
」
の
設

置
、
中

国
帰

国
者
を
対
象
に
し

た

「
日
本
語
教
室
」

の
開

設
、
ま
た
、

お
年
寄

り
の
た
め
の
諸
制
度
を
詳

し

く
説
明

し
た
「
お
と
し
よ
り

の

し

お
り
」

作
成
、
高
齢
者
の
生
活

実
態

と
意

向
を
把
握
す

る
た

め
の

「
高
齢
者
実
態
意
向
調
査

」
な

ど
を

行

い
ま
す
。

六 高台市営住宅 の完成予想図 一 一般･母子･老人 一身体障 害

者世帯向けなど120戸を63年 度中に 完成させます

さ
か
し
て
い
ま
す

松
戸
の
古

い
写
真

広
報
課

で
は
、
松
戸
の
今
昔
写
真
特
集
を
企
画
予
定
し
て

い
ま
す
。

そ

こ
で
、
市

民
の
み
な
さ
ん

か
ら
、
昔

の
松
戸

の
写
真
提
供
を

お
願

い
し

ま
す

。

当
時

の
松
戸
の
生
活
、
風
習
な

ど
が
わ
か
れ
ば
、
人
物
、
風
景

な

ど
な
ん
で
も
構

い
ま
せ
ん
。

お
借
り
し

た
写
真
、
ネ

ガ
フ
ィ

ル
ム
は
、
広
報
課
で
複
写
し

た

後

お
返
し
し

ま
す

（
複
写
し

た
フ
ィ

ル
ム
は
貴
重
な
資
料
と
し
て

大

切
に
保
存
し
ま
す
）
。

貸
し

て
い
た
だ
け
る
場

合

に
は
、
写
真
に
撮
影
年

月

日
、
場
所
、
説
明
を

つ

け

て
〒
二

七
一
松
戸
市
根

杢

二
八
七
番
地
の
五
、
松

戸

市
役
所
広
報
課
へ
郵
送

ま
た
は

ご
持
参
下
さ

い
。

※
電
話
で
も
構

い
ま
せ

ん
。

広
報
課
職
員

が
伺

い
ま

す
。

▽
詳
細
＝
・
広
報

課

昭和18年の金山神社祭(根本)

63年度

市
・
県
民
税
の
申
告
は

お
済
み
で
す
か

受
付
は
３
月
1
5日
ま
で

受
付
会
場
＝
市
役
所
本
館

二

階
大
会

議
室
）
と
各
支
所

窓
口
。
た
だ
し
、
常
盤
平
支

所
に
つ
い
て
は
、
常
盤
平
市

民

セ
ン
タ
ー

受

付
日

時

よ

二
月

十
五

日

（
火
）
ま
で
の
、
日
曜
日
を
除

く
午
前
八
時
三

十
分
～
午
後

五

時
。
た
だ
し
、
土
曜
日

は

午
後
零
時
三
十
分

ま
で

（
郵

送
に
よ
る
申
告

も
取

り
扱

っ

て
い
ま
す
）
。

申
告
期
間
中
は
、
駐
車
場
が

大
変
混
雑
し
ま
す
の
で

、
車

で
の
来
庁
は
ご
遠
慮
下

さ
い

。

詳
細
…
市
民
税

課

手数料･使用料･各種税

納
め
忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
か

昭
和
6
2年
度
分

市
・
県
民
税

固
定
資
産
税

・
都
市
計
画

税

軽
自
動
車
税

し
尿
処
理
手

数
料
第
四
期

納
期
限
…
…

三
月
三
十

百

早
め
に
納
付

（
納
入

）
お
願
い
し
ま
す
。

安全・確実な

囗座振替のご利用を

新年度の市政方針を発表する市長(昨年の３月定例市議会から)



向
井
俊
彦
市
議

死
去

市
議
会
議
員
・
向
井
俊
彦
氏

豆

本
共
産
党
）
は
、
二
月
十
九

日
午
前
一
時
三
十
分
、
脳
腫
瘍

の
た
め
死
去
さ
れ
ま
し
た
。

亨
年
六
十
歳
で
し
た
。

向
井
氏
は
、
昭
和
四
十
五
年

大

月
か
ら
、
四
期
市
議
会
議

員
に
当
選
。
こ
の
間
、
経
済
衛

生
常
任
委
員
会
委
員
を
は
じ
め

総
務
常
任
委
員
会
委
員
、
教
育

民
生
常
任
委
員
会
委
員
、
予
算

審
査
特
別
委
貝
会
委
員
、
議
会

運
営
委
員
会
委
員
、
松
戸
市
営

白
井
聖
地
公
園
建
設
事
業
対
策

特
別
委
員
会
委

員

等
を
歴

任
、

経
験
豊
富
な
議
員

と
し
て

活
躍

さ
れ
ま
し

た
。

こ
れ
ら

の
功

績
を
た
た
え
、

干
葉
県
関
東
・
全
国
市
議
会

議
長
会

か
ら

自
治
功
労

の
表

彰

を
受
け
て

お
り
ま
す
。

な
お
、
告
別
式

は
二
十

八
日
・

市

斎
場
に
お

い
て
、
市
議

会
議

員
団
・
向
井
家

の
合
同

葬
で
、

し
め
や
か

に
と
り

行
わ
れ
ま
し

た
。謹

ん
で
、
氏

の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す

。

家
に
と
じ
こ

も
り
が
ち
な

お
年
寄

り
に

、
明

る
い

雰
囲
気
の
中
で
健

康
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
「
デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」

が
開
設
さ

れ
て

い
ま
す
。

現
在
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
松

寿
園
に
「
テ
ィ
・
サ

ー
ビ
ス

セ
ン

タ
ー
松
寿

園
」

が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
利
用

者
も
多
く
好
評
で
す

。

六
月
に
は
、
本
市
で
は
二
ヵ
所
目
に
な
る
「
（
仮
称
）
デ
ィ
ー
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
南
花
園
」
（
河
原
塚
南
花
一
〇
二
上
）
が
オ
ー
プ
ン
す

る
予
定
で
、

も
つ
と

多
く
の
人
が
利
用
で
き

る
よ

う
に
な
り
ま
す

。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
と
は

昭

和
六
十
二

年
六
月

に
、

社
会

福

祉
法
人
「
特
別
養
護
老

人
ホ
ー

ム
松
寿
園
」

と
併
設
と

い
う
形
で
、

「
デ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
松
寿

園
」（
六
高
台
二
丁

目
一
九
番
地

の

二
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
で
、

心
身
が
弱
く
不

自
由

な
お
年
寄
り

の
健
康
を
保

ち
、
寂
し
さ
の
解
消

を
図
り
、

家
族
の
人
の
負
担

も
軽

く
す

る
と
い
う
目
的
で
開

設
さ
れ

ま
し

た
。

送
迎
サ
ー

ビ
ス
を

は
し

め
、
日

常
動
作
訓
練
（
手
先
の
細
か
い
訓

練
・
体

操
・
料
理
づ
く
り
な

ど
）
、

入
浴
サ

ー

ビ
ス
、
栄
養
の

バ
ラ

ン

ス
を

考
え
た
給
食
サ
ー

ビ
ス
、

日

常
動
作

に
困
ら
な

い
よ
う

に
す

る

た
め
の
生
活
指
導

・
健
康
チ

ェ

ッ

ク
な

ど
、お
年
寄
り
に

セ
ン
タ
ー
で

健
康
的
な
一
日
を
送
っ
て
も
ら
う

様

々
な
こ

と
を
行

っ
て

い
ま
す
。

ま

た
、
介
護

を
し
て

い
る
家

族

に
、
介

護
の
方
法
な

ど
を
学

ん
で

も
ら
お
う
と

い
う
介
護
者

教
室
な

ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

開
設
以

来
の
利

用
者
は
、
今
年

の
一
月

ま
で
で
延

べ
約
千
四
百
人

を
超
え
、
一
日
平

均
で
十
五
人
ず

つ
が
利
用
す
る
な
ど
好
評
で
し
た
。

特
に
、

お
年
寄
り
同
士
も
、
回

を
重

ね
る
ほ
ど
に
親
し
さ

が
増
し

、

「
私
の
若
い
こ
ろ
は
ね
：
」
な
ど
と

話

を
お
互

い
に
す

る
よ
う

に
な
る

な

ど
、

孤
独
感
を
解
消

で
き
る
こ

と
が
好
評
の
理
由
の
一
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

現
在
登
録
し
て
い
る
お
年
寄
り

は
七
十
八
人
で
、
平
均
年
齢
が
七

十
八
齢
と
な
り
、
最
高
齢
は
九
十

九
歳
の
人
が
登
録
し
、
デ
ィ
ー
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
ま
す
。

好評です
デイサー

ビスお年寄りの

楽しい

語らいの場

続
松

寿
園

の
続

き
南
花
園
６
月
オ
ー
プ
ン

心 のこ も つだ 入 浴 サ ービ ス に

ふれあいの輪が広がります

シ

ョ
ー

ト

ス
テ

イ

事

業

を

充
実

緊
急
の
際
に
備
え
て
二
部
屋
を
用
意

多
く

の
お
年
寄
り
に
利
用

を
し

て

も
ら
う

た
め
、
河
原
塚
中

学
校

の
す
ぐ

近
く
に
「
テ
ィ

ー
サ

ー

ビ

ス
セ
ン
タ
ー
南
花
園
」

が
開

設
さ

れ
ま
す

。
規
模
は
松
寿
園
と
同

じ

く
一
日

十
～
十
五
人
ほ

ど
の
利

用

を

考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
ィ

事
業

（
や

む
を

得
な

い
事

情
で

介
護

者

が
介
護

で
き
な

い
時

に
、

お
年
寄

り
を

お
預
り
す
る
も

の
）

の
た
め
、

二
部
屋

（
各
２
人
）
を
用
意
し

、

緊
急

の
際
の
利
用
に
備
え
て
常

に

空
き
を

つ
く
っ
て

い
ま
す
。

（
現
在
は
、
緑
風

園
と
松
寿
園

の
二

施
設
で
八
床

分
あ
り
ま
す
）

デ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
県

の
指
導
の
下
に
、
六
十
一

年
十
月

に
ま
ず
千
葉
市
で
行

わ
れ
、

そ
れ

に
続
い
て
「
松
寿
園
」
が
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。
施
設
を
二
ヵ

所
以
上

も
っ
て

い
る
の
は
、

千
葉
市
と
本

市

だ
け
、

と

い
う
の
が
現
在
の
状

況
で
す
。来

る
べ
き

将
来
に
備
え
て

デ
ィ

サ
ー

ビ
ス
事
業

は
、‘
本
市

で
は
第
三
次

総
合
五
ヵ

年
計
画
で

「
高

齢
者
福
祉
」
の
一
環
と
し
て
位

置

づ
け
ら

れ
て

い
ま
す

。

特
別
養
護
老

人
ホ
ー

ム
（
三

力

所
目
）
の
施
設
整
備
と
併
せ
て
在

宅
福
祉
を
一
層
推
進
し
て

い
こ
う

と

い
う
目
的
で
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ

ー
の
派
遣
や
保
健
婦
の
訪
問
に
加

え
、

デ
イ

・
サ

ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

が
そ
れ
ら
を
補
完
す
る
役
割
を
担

っ
て

い
る
の
で
す

。

市

で

は

、
来

る

べ
き

高
齢

化

社
会
に
対
処
し
、
老

後
の
人
生

を

生
き

が
い
を
も
っ
て

暮
ら
せ
る
よ

う
福
祉
の
充
実
を
図
る
た
め
こ
れ

か
ら
も
努

め
て

い
き
ま
す
。

▽
詳

細

な
が
い
き
課

センターでの楽しい 語らいのひとときが好評です

パ
ー
卜
で
職
を
求
め
る
人

八
ｌ
ト
ハ
ン
ク
の
ご
利
用
を
！

松
戸

パ
ー
ト

バ
ン
ク
は
、
昨
年

十
月
一
日

に
開

設
さ
れ
、
多
く

の

人
た
ち

が
利
用
し

て
い
ま
す
。

求
人
欄

は
す

べ
て
展
示
コ
ー
ナ

ー
に
公
開

さ
れ
、
だ
れ
も

が
見

ら

れ
、

自
分
に
向
い
た
職
種
を
選

ぶ

こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
賃
金
、
労
働
条
件

な
ど
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
採
用
時
の
労
働

契

約
等
に
つ

い
て
も
適

切
な
指
導

や
職
業
相
談
な

ど
も
行

わ
れ
て

い

ま
す
の
で

ご
利
用
下

さ

い
。

▽
詳
細
…
松
戸

パ
ー
ト

バ
ン
ク

一

6
7－
8
8
0
0

番

（
松
戸

ビ
ル
ヂ
ン
グ
九
階
）

賃
金
・
労
働
条
件
な
ど
で

悩
ん
で
い
る
人
へ

賃
金

・
労
働
条

件
な
ど
で
悩
ん

で
い
る
人

は
、

次
の
各
機

関
に
相

談
窓
口
を
開
設
し
て

あ
り
ま
す
の

で

ご
利
用
下

さ
い
。

〇
労
働
基
準
監
督
署
・
＝
柏
労
働
基

準
監
督
署

・
柏
市

柏
二

六
一

｀

0
4
7
1

－
6
3－
0
2
4
5

番

ｏ

束
葛
支
所
・
：
東
葛

支
所
商
工
价

政
課
・
松
戸
市
小

根
本
亠

ｌ
ｍ

－
2
1
1
1

番

ｏ
松
戸
市
勤
労
会
館
…
毎
川
第

二
四
火
曜
日
、
午
後
一
時
上
（

時
》
詳
細
・
・・
商
工
課
労

政
係

白
井
聖
地
公
園
（
市
営
霊
園
）

第
一
回
公
募
受
付
３
月
1
0
8
1
9
日
ま
で

募

集

墓

地

普
通
墓
地

芝
生

墓
地

種
別

三
三
三
基

二
四

一
基

東
向

三
五
五

基

一
西

一
基

西

向

受

付

期
間

Ｅ

三

月

十

日

采

）

か
ら
十
九
日
（
古

、
午
前

九
時

か
ら
午
後
四
時
ま

で
受
け

付
け

受
付
場
所
・
＝
直
接
市

役
所
八
階

白
井

聖

地

公

園

建
設

事

務

所

（
仮
受
け
付
け

）
か

現

地

管

理

事
務

所
へ

申
請
書
、
申
込
案
内

書
は
市
役

所
か
各

支
所
で
配
布
中

申
込
み

資
格
…
本
市
に
一
年
以

上
住
所
を
有
す

る
人
（

一
世
帯

一
区
画

）

公

開
抽
選
日

…
三
月
二
十
四

日

采

）
、
現
地
管

理
事
務
所
（
印

旛
郡

白
井
町
平

塚
七
五
九
）
で

芝
生
墓
地
は
午
前
十
時
、
普
通

墓
地
は
午
後
一
時

か
ら
抽

選

詳
細
…
（
市
役
所
内
）

白
井
聖

地
公
園
建
設
事
務

所

国保松戸市立病院子どもの

春期眼科検査は予約制

期間 … ３月22 日(火) ～ ４月 ９

日(土)

内容 …幼 児( ３歳以 上) ・小 中

学生 の斜 視・ 弱視 ・視 力・ 屈

折異常 など の検査

予約受 付 … ３月 ７日(月) から 。

眼 科 外 来 で 電 話で の み受 け

付け ま す( 定 員 にな り次第締

め切 り ます)。

受付 時 間…土 ・ 日・ 祝日 を除

く午後 ２時～ ４時

詳 細… 国保 松戸 市立 病院 眼科

外来Q63-2171 内線n34 番

＝ご注意下さい＝
野ねずみ退治・

薬剤による駆除を実施

農産 物 を食 い荒 ら す野 ねず み

を退 治 する た め、農 耕地 に駆 除

剤を仕掛けますのでご注意下さ

い。 近 隣 の市 ・町 で も薬 剤 によ

る駆 除を して い ます の で ご注意

下 さい。

散 布期 間 … ３月 ７日(月) ～13

日(日)

実 施主 体 松戸 市 農業協 同 組

合 、千 葉小 金農 業協 同組 合 、

松 戸 市農 業共 済組 合

詳 細 …農 政課 指導 係

間
定
資
産
課
税
台
轜
帳
縦
覧

今
年
は
４
月
５
日
～
2
5日
で
す

固
定
資
産
課
税
台
帳

の
縦

覧
は
、

毎
年
三

月
一
日
か
ら
二
十
日

ま
で

行

っ
て
い
ま
し
た

が
、
地
方
税
法

改
正

の
た
め
、
今
年
度
に
限
り
、

四

月

五

口
（
火
）
か

ら
二

十

五

目

月
ま
で
の
期
間
に
変
更
し
ま

す
の
で
、
こ
の
期
間
内
に
縦
覧
し

て

下

さ

い
。

縦
覧
場
所
・
・
・
市
役
所
新
館
二
階

資

産

税

課

時

間
・
：
月

～
金

曜

日

の

午

前

八

時

三

十

分

～

午
後

五

時

、

土

曜

日

は

午

後

零

時

三

十

分

ま

で

詳
細
・
・
資
産
税
課
課
税
係

高柳西部土地区画整理事業

〈事業計画関係図書の縦覧〉

61 年12 月19 日 付で 、都 市計 画

とし て 区域 決定 さ れた 「高 柳西

部土 地 区画整 理 事業 」（住宅･ 都

市整 備 公団 施行 ） の事業 計 画関

係図 書 の縦 覧を 行い ま す。

≫縦覧 期 間… ３月下 旬 か ら（ 期

日未定）

場 所… 住宅 ・都 市整 備 公団 高

柳宅 地 開発 事務 所

詳 細… 住宅 ・都 市整 備 公団 高

柳宅 地 開発 事務 所S0471 ―92

－1901 番

松戸市こども祭

テレホンカードイラスト募集

５月３日( 火)に第15回松戸市

こども祭を開催します。今回は、

こども祭を記念して、テレホン

カードを実行委員会で発行しま

すので、そのカードのイラスト

デザインを募集します。

応募資格…市内在学の小学生

応募方法…３月31日(木)まで

にハガキにイラストを書いて、;

住所・氏名・学年・学校名

を記入し、〒271松戸市根本3則

7－5松戸市役所こども課こど

も祭実行委員会事務局へ　　ｉ

国民金融公庫の進学ローン

対象 …今 春 、高 校・ 短大 ・大

学 ・専門 学 校な どに 進学 す る

お子 さ んの 入学 で必 要な 資金

融資 額 …１ 進学あ た り50 万円

以 内

融資 期間･‥最 長 ４年

利率 …年5.7 ％

返済方 法 …毎 月、 元利 均 等返

済

保証人 か 、（財 ）進 学資 金保 証

基金 の保証 が必 要 です。

申込み期間…４月末日まで

詳細 …国民 金融 公 庫松戸 支店

2567 ―1191#

消費者・事業者懇談会開催

日時…３月９日(水)午後

１時～４時

会場…東葛飾合同庁舎６

階第１会議室

テーマ…｢ 通信販売の現

伏と問題点｣

出席者…(社)日本広告審

査機構、(社)日本通信販

売協会、消費者団体、市

町村関係者

詳細…千葉県松戸消費生

活センター登61-2111 内

線202番



市
民
葬
儀
の
ご
案
内

市
民

の
み
な
さ
ん

が
安
心
し

て
利
用

で
き
、
し
か
も
、
葬
儀

の
費
用
を
軽
減
す
る
市
民
葬
儀

制
度

を

ご
利
用
下

さ

い
。
料
金

は
（
表
１
）
の
と
お
り
で
す

。

ご
利
用

の
場
合
は
、
（
表
２

）

の
市
民

葬
儀
取
扱
店
へ

お
申
し

込
み
下

さ
い
。

市
民

葬
儀
制
度
の
料
金

に
は
、

ご
遺
影
写

真
代

、
礼
状
印
刷
代
、

読
経
料
、
供
花
代
な

ど
の
ほ
か
、

市
の
火

葬
料
（
表
３

）
、
霊

柩
自

動
車
使
用

料
（
表
４

）
、
納
付
容

器

類

の

料

金
（

表
５

）
は

含

ま

れ
て

い
ま
せ
ん
。
自
己

負
担
と

な
り
ま
す

の
で

ご
注
意
下

さ

い
。

詳
細
・
：
保

健
衛

生
課
庶
務
係

ま

た
は
各
取

扱
店
へ

表（1） 祭壇等種類・内容および料金

種別 料金 祭壇 内 容

Ａ 80,000円 ５段
祭壇貸付飾付事務､御棺、

旅立ち品､受付用品､消耗

品等を含む

Ｂ 50,000円 ３段

Ｃ 38,000円 3段

表（2） 市民葬儀取扱店

店 名 住 所 電話番号

石井葬儀社 五香六実479 86-0856
伊 原 葬 儀 社 馬橋1903 41-3024
カインド社 小金原6-2-10 44-5222
柏 葬 儀 セ ン タ ー 北松戸2-16-6 6H 仰
広 善 社 幸谷682 41-3356
渋 谷 葬 儀 社 小金きよしｹ 丘.4-15-13 41-6644
正 宗 典 礼 栄町1-16 6H041
昭 和 興 業 ㈱ 根本472 62-2252
杉 浦 葬 儀 店 根本5-4 62-2542
セ ン ト ラ ル 総 合 河原塚258 91-9118
創運社葬祭センター 栄町8 -Z08 64-0561
大 典 社 高塚新田631 91-5726
辰 和 葬 祭 セ ン タ ー 西馬橋相川町169 4H531
千葉北部葬祭業協同組合 古ケ崎2569- 9 6ｱｰ2511

東葛葬祭センター 松戸1495 6H001
と き わ 平 葬 儀 社 常盤平2-21-1 85-2622
日 本 式 典 栄町4-205-4 64-0495
冨 士 見 式 典 古ケ崎2569-9 67-1140
松 戸 葬 儀 社 松戸個92 64一仰4

籔 崎 葬 儀 社 小山227 62-2317
ラ イフ ケフフ東曷 営業所 松戸匐Z9 63-0983

表（3） 斎場使用料

区 分 単価 料金

死 体
年齢15歳未満 １体 1,600円

年齢15歳以上 １体 3,囲 円

死 胎 １胎 U00 円

改 葬 遺 骨 １個 1,200円

外科手術 一事故等による四肢 １個 800円

え な １包 30(〕円

式場 １時間 2,C)00円

表(5)納骨容器

類価格表

規格 62年度

１号 2,9C}O円

２号 1,350円

3号 580円

1表はいずれも昭

和62年４月１日

現在

表(4) 霊柩自動車使用料(宮型霊柩車)

区 分 料 金

基礎額(実車料10kmまで) 4,000円

実車料10kmをこえる場合は、1kmを増すごとに 14O円

作業時間１時間30分をこえる場合は、30分増すごとに 200円

遺体２以上積み合わす場合は、１体を増すごとにその
１体につき基本運賃(基礎額と加算額)の

２割増

知ってま

すか

乾
電
池 蛍

光
灯

体
温

計 有害ゴ
ミなの
か

な
ぜ

最
近
、
有

害
ゴ
ミ
（
乾

電
池

・
蛍
光

灯
・
体
温
計

）
が

、
ほ
か
の

ゴ

ミ
に
混
じ

つ
て

出
さ
れ
て
い

る
こ
と
が

目
立
つ
よ

う
に

な
り
ま
し

た
。

水
銀
な
ど
に
よ

る
、
環

境
汚
染
を

な

く
す
た
め
、
有

害
ゴ
ミ
と
し
て

分
別
収

集
し

て
い

る

わ
け

を
、
一
緒
に

考
え
て

み
ま
し

よ
う

。

市

で
は
、
五
十
九
年

か
ら

ゴ
ミ

の
五

種
類
分
別
（

燃
や
せ
る
ゴ
ミ
・

燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
・
資
源
ゴ
ミ
有

害
ゴ
ミ
・
机
本

ゴ
ミ

）
収
集
を
行

っ
て

い
ま
す
。

み
な

さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
、

ゴ
ミ
分
別
収
集
も
定
着
し
、
成

果

を
上

げ
て
き
て
い
ま
す
。

し

か
し

、
最
近
、「
有
害

ゴ
ミ
」

と
し
て
分
別
収
集
し
て
い
る
、
乾

電
池
・
蛍
光
灯
・
体
温
計
そ
っ
ち

特
に
乾
電
池
が
、
有
害
ゴ
ミ
以
外

の
ゴ
ミ
の
中
に
混
入
さ
れ
て
い
る

例
が
多
く
み
ら
る
れ
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ご
く
一
部
の
人
が
、

誤
っ
て
ゴ
ミ
分
別
し
た
た
め
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
、
な
ぜ

「
有
害

ゴ
ミ
」
と
し
て
分
別
収
集
し

て
い
る
の
か
を
、
も
う
一
度
考
え

て
み
ま
し

ょ
う
。

水

銀

に

よ

る

環

境

汚

染

有
害
ゴ
ミ
と
し
て
分
別
し
て
収

集
し
て

い
る
、
乾
電
池
・
蛍
光
灯
・

体
温
計

に
は
、
水
銀
や

カ
ド
ミ
ウ

ム
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

水
銀
な

ど
が
、
人
休

に
及

ぼ
す

影
響
に
つ
い
て
は
、
既
に
新
聞
な

ど
で
広
く
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。

乾
電
池

（
ボ
タ
ン
型
水

銀
電

池

や
筒
型
ア
ル
カ
リ
・
マ
ン
ガ
ン
電

池
な
ど
）
　に
は
、

一
個
当
た
り
、

約
○
・
二
～
一
・
七
㌘
の
水
銀
が

含
ま
れ
て

い
ま
す

。

水
銀
は
、
金
属
の
中
で
は
、
た

だ
ひ
と
つ

の
、
常
温

で
液
体
と
い

う
金
属
で
す
。

使

用

済

み

の
乾

電

池

が
も
し

「
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
」
に
混
じ
っ
て
焼

却
処
分
さ

れ
た
ら
、
水
銀
は
、
茶

気

と
な
っ

て
大
気
中
に
放
出
さ
れ

る
こ

と
に
な
り

ま
す
し
「
燃
や
せ

な

い
ゴ
ミ
」

に
混
じ
っ
て

い
て
、

埋
設
処
分

さ
れ
た
ら
、
地
中
に
混

入
し
、
地
下

水
な

ど
を
汚
染
す

る

こ

と
に
な

り
ま
す
。

市
で
は

、
水
銀
な
ど
を
含
む
、

乾
電
池
・
蛍
光
灯
・
休
淵
計
を
、「
有

害
ゴ
ミ
」
と
し
て
分
別
し
、
収
集

し
て
い
ま
す
。

有
害
ゴ
ミ
の
回
収
量
は
、
四
種

類
分
別
か
ら
、
有
害
ゴ
ミ
を
分
け

て
五
種
類
分
別
収
集
を
始
め
た
、

五
十
九
年
十
月
か
ら
半
年
間
が
約

二
十
一
㌧
六
十
年
度
が
約
三
十

七
㌧
で
し
た
が
、
以
後
は
、
年
間

二
十
一
㌧
前
後
の
量
し
か
回
収
で

き
て

い
ま
せ
ん
。

有
害
ゴ
ミ
の
分
別
を
守
っ
て

「
資
源
ゴ
ミ
」
に
混
じ
っ
て
出
さ
れ

た
、

乾
電
池
な
ど
は
、
資
源
リ
サ

イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
で
、
手
作
業
に

よ
り
、
有
害
ゴ
ミ
と
し
て
取
り
除

い
て

い
ま
す

が
、
大
変
な
労
力
と

時

間
を
費
や
し
て

い
ま
す

。

万
一
、
燃
や
せ

る
ゴ
ミ
や
、
燃

や
せ
な

い
ゴ
ミ
に
混
じ

っ
て
、
有

害
ゴ
ミ

が
出
さ
れ
て

い
た
ら
、
こ

れ
を
全
部
取
り

除
く
こ

と
は
、
事

実
上
不
可
能
な

の
が
実

情
で
す
。

水
銀
含
有
廃
棄
物
は
、
安
全
・

確
実
に
処
理
し
、
環
境
汚
染
の
防

止
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

も
う
一
度
、
ゴ
ミ
の
五
種
類
分

別
収
集
の
大
切
さ
を
認
識
し
、
有

害
ゴ
ミ
の
分
別
を
守
っ
て
、
住
み

よ
い
環
境
を
守
る
た
め
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

有
害
ゴ
ミ
＝・
乾
電
池
・
蛍
光

灯
・
体
温
計
（
言
及
は
有
害

ゴ
ミ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
燃
や

せ
な

い
ゴ
ミ
」
で
す
。
）

出

し

方
・
＝
ビ
ニ
ー

ル
ま

た
は
ポ

リ
袋
に

（
蛍
光
灯

は
割

れ
な

い

よ
う
に
入
れ
て
、
「
有
害
ゴ
ミ
」

と
明
記
し
て
出
し
て
下

さ
い
。

収
集
日
週
一
回
、
資
源
ゴ
ミ

収
集
日
に
、
資
源
ゴ
ミ
集
積
所

へ
、
資
源

ゴ
ミ

と
混
じ

ら
な
い

よ
う
離
し
て
、
収
集
日
の
早
朝

か
ら
午
前
八
時
三
十
分

ま
で
に

出
し
て
下

さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
地
区
（
資
源
コ
ミ

月
一
回
収
集
）
は
、
週
一
回
ゴ

ミ
収
集
の
な
い
日
を
「
有
害
ゴ

ミ
」
収
集

日
と
し
、
燃
や
せ
な

い
ゴ
ミ
集
積
所
で
収
集
し
て
い

ま
す
。

ボ
タ
ン
型
電
池
は
販
売
店
の
回

収
容
器
へ
・・・
カ
メ
ラ

や
時
計
な

ど
に
使
わ
れ
て

い
る
ボ
タ
ン
型

の
電
池
は
、
販
売
店
で

も
回
収

し

て

い
ま
す

の
で
、
買

い
換
え

の
際
な

ど
に
販
売
店

に
お
持
ち

下

さ

い
。

有
害
ゴ
ミ
は
、
幼
児
の
手
の
と

ど
か
な
い
所
に
保
管
し
、

収
集

日
に
出
し

て
下
さ

い
。

詳
細

…
清
掃
第
一
課
業
務
係

分別を守ら ないと仕分け 作業も大変手間どります

戦
没
者
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は
６
月
Ｂ
日

特
別

弔
慰
金
と
は
・
：
戦
後
四
十

周
年
に
あ
た
っ
て
。
国

が
あ

ら

た
め
て
戦
没
者
の
遺
族
に
対
し

て
、
弔
慰
を
表
す
た

め
に
支

給

さ
れ
る
も
の
で
す
。

支
給
の
条
件
＝
・
満
州

事
変
（
昭

和
六
年
九
月
十
八
日
）
以

後
の

戦
没
者

の
遺
族

の
う

ち
、
六
十

年
四
月

一
日
現

在
で
公

務
扶
助

料
、
遺
族

年
金
な
ど
を
受
け
る

人

が
い
な
い
場
合
で
す
。

支
給
の
方
法
・
額
面
三
十
万
円

の
国

債
で
支
給
さ
れ
、

六
十
一

年
か
ら
七
十
年
ま
で

の
十
年
間

に
わ

た
っ
て
、
毎
年
三
万

円
ず

つ
償
還

さ
れ
ま
す
。

支
給
の
対
象
者
・
次
に
記
載
さ

れ
た
遺

族
の
う
ち
、
次
の
順
序

に
従

っ
て
最
も
順
位

が
先

の
人
、

一
人
に
限
ら
れ
ま
す
。

六
十
年
四
月
一
日
ま

で
に
弔

慰
金

（
遺
族
国
庫
債
券
）

を
受

け
た
人

戦
没
者
の
子

戦
没
者
と
生
計
を
共
に
し
て

い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④

兄
弟
姉
妹
（
婚
姻
、
養
子
縁
組

に
よ
っ
て
、
六
十
年
四
月
一
日

ま
で
に
氏
が
か
わ
っ
て
い
る
人

を
除
く
）

以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹
⑤
そ
の
他
の

三
親
等
内
の
親
族
（
戦
没
者
死

亡
ま
で
引
き
続
き
一
年
以
上
生

計
を
共
に
し
て
い
た
人
に
限
り

ま
す
）

昭
和
六
十
年
六
月
十
四
日
以
降

に
す
で
に
詰
求
し
た
人
、
同
順

位
の
遺
族
と
し
て
請
求
に
同
意

し
た
人
は
、
請
求
し
て
も
重
ね

て
支
給
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

請
求
期
限
六
月
十
三
日
ま
で

（
期
限
内
に
請
求
し
な
い
と
受

給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
下
さ
い
）

詳
細
・：
援
詭
課
社
会
係

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

３月

菊
地
健
蔵
個
展
六
日
ま
で

明
第
一
地
区
こ
ど
も
作
品
展
六
日
ま
で

松
戸
市
美
術
団
体
合
同
展
・
人
日
（
午
後
一
時
）
～
十
三
日

月
影
会
日
本
画
展
示
会
…
十
五
日
（
午
後
一
時
）
二
十
日

第
四
回
松
戸
水
彩
会
展
十
五
日
（
午
後
一
時
）
上
玉
日

午
後
四
時
）

六
十
二
年
度
中
央
学

院
大

学
卒
業
写
真
展
・
・
十

六
日
～
十
七

第
二

回
小
金
原

・
牧
の
原

絵
画

、
工

芸
教
室
合
同
展
＝
半

八

日

（
午
後
一
時
）

上

一
十
日

開
館
時
問
は
月
曜

夜

口
を
除
く
毎
日

午
前
十
時
～
午
後
六
時

（
文
化

ホ
ー
ル

四
６７
－
7
8
1
0

番
）

映
画
と
人
形
劇
お
は
な

し
キ
ャ
ラ
バ
ン

入
場
無
料
・
三
～
九
歳
く
ら
い
が
対
心

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
「
で
ん
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
豐
6
3－

９
９
９
９
番

十
一
日

十

日

三

月
九

日

期

日

二
十
世
紀
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

東
部
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

図

書

館

本

館

会

場

午
後

三
時
～

四

時

午
後

三
時
～

三

時
三
十

分

時

間

定
員
に
な
っ
た
場
合
は
、
入
場
を
お
断
り
し
ま
す

洋
細
…
私
立
図
書
館
－
5
1
1
5
膤

63年度

市立幼稚園児再募集

再募集人員…中部小附属幼稚

園は約160人､小金小附属幼稚

園は約110人

いずれも一年保育です。

詳細…教育委員会学務課学務

係、中部小附属幼稚園登63-

2569番、小金小附属幼稚園登

41-2003番

国保松戸市立病院＝看護

婦 パート看護助手募集

職種…①看護婦准看護

婦＝年齢35歳まで、②パ

ート看護助手＝年齢40歳

まで（※市内医療機関勤

務者はご遠慮下さい。）

詳細…国保松戸市立病院

庶務課人事係公63-2171

内線2513番

おはなしキャラバン

嘱託職員募集

定員…若干名

対象…18～35歳までの女性

内容‥･主に人形劇の製作

・上演

詳細… 松戸市おはなしキ

ャラバンQ44一3n37番

台
所
排
水
は
「
ろ
し
袋
」
で

浄
化
し
て
流
そ
う



本

土

寺

平

賀

鎌
倉
時
代
（
文

永
六
年
一
二

六
九
年

）
開
基

の
寺
で

、
国

の

重
要

文
化

財
日

蓮

筆
「
大
学
三

郎

御
書
」
・
「
諸

人
御
返
事
」

。

「
梵
鐘
」

を
所

蔵
す

る
ほ
か
、

県
指
定

の
文
化

財
日
蓮
筆

「
富

城
股
御
返
事
」
。

「
本
土
寺
過

去

帳
」

、
市
の
史
跡
「
秋
山

夫
人

の
墓

所
」
、
市
の
文
化
財
「
高
城

・
原
氏

等
判
物
」
。
「
華
籠
」

が

あ
り

ま
す
。

秋
山

夫
人
は
水
戸
光
圀
公
の

伯
父
武
田

信
吉
の
生
母
で

、
参

道
に
並

ぶ
杉
の
木
は
、
光
圀
公

の
寄
進

に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
三
十
年
ほ

ど
前

に
植

え
た
ア
ジ
サ
イ
が
、
株
分
け
を

続
け
て
三
万
株
に
も
な
り
、
六
月

～
七
月

に
咲
き
競

い
ま
す
。
五

月
こ
ろ
の
花
シ
ョ
ウ
ブ
も
見
事

で
す
。

山
門

に
は
も
み
じ
、
桜

が
あ

り

、
四

季
折

々
楽
し

む
こ
と
が

で

き
ま
す
。

江
戸
川

江
戸
川

は
関
宿
で
利
根
川

と

分
か
れ
、
野
田

、
流
山
、
松
戸

、

市
川
を
経
て
、
東
京
湾
に
注
ぐ

全
長
約
六
十
㌔
の
一
級
河
川
で

す
。分

岐
点
で
は
川
幅
八
百
㍍
に

及
び
、
沿

岸
の
市
・
町
に
よ
っ

て
さ
ま

ざ
ま
な
使
わ
れ
方
を
し

て
い
ま
す

松
戸
で
は
野
球
・
ソ
フ
ト

ボ

ー
ル

ー
サ
ッ
カ

ー
を
始

め
と
す

る
ス
ポ
ー
ツ
、
百
種
ほ

ど
数
え

る
野
草
の
摘
み
と
り
、
ハ
イ
キ

ン
グ
、
コ
イ
フ
ナ
ヤ
マ
ベ
な

ど
の
魚
釣
り

が
楽
し

め
ま
す
。

関
宿
ま
で
三
八
・
五
㌔
と
続

・
く
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
も
魅

力
で
す
。

ま

た
、
松
戸

漁
業

組
合
の
稚

ア
ユ
漁
な

ど
や
、
矢

切
高
校
の

ボ
ー
ト
部

の
練

習
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

主
水
新
田

に
あ
る
坂
川
放
水

路
の
排
水
機

場
付

近
に
は
、
ユ

リ
カ
モ
メ
ー
カ
ル
ガ
モ

な
ど
の
渡

り
鳥

が
訪

れ
、
矢
切
で
は
白

い

部
分

が
多

く
て
や

わ
ら
か

い
矢

切
ネ

ギ
の
畑
が
広
が
り
ま
す
。

友
禅

作
家
中

津
英
高
さ
ん
は

公
募

展
の
作
品
を
中
心
と
し
て

作
り
、
小

山
に
父
子
共
有
の
ア

ト
リ

エ
を
持
ち
ま
す
。

「
着
物
の
形
は
最
高
の
で

し
て
確
立
さ
れ
て
い
る
が
、
描

か
れ
る
図
案
と
色
彩
は
時
代
に

よ
っ
て
変
化
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
現
代
の
感
覚
を
吹
き

こ
み
ま
す
。

江
戸
中
期
に
始
ま
っ
た
友
禅

は
、
五
彩
を
使
っ
た
華
や

か
か

も
の
か
ら
、
単
色
ま
た
は
二
色

の
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
き
て

い

ま
す
。

与
え
ら

れ
た
図
を
染
め
る
型

友
禅

と
違

い
、
自
分
の
創
作
し

た
図
案

を
染
め
て
い
く
中
澤
さ

ん
の
手

が
き
友
禅
は
、
日
本
工

芸
会
に
認
め
ら

れ
、
友
禅

染
と

し

て
は
、
数

少
な
い
会

員
に
な

っ
て

い
ま
す
。

図
案
を
練
る
の
に
半
年
、
染

め
あ
げ
る
の
に
一
ヵ
月
か
か
り
、

ス
ケ
ッ
チ

・
撮
影
に
出
か
け

る

こ
と
も
し

ば
し

ば
で
す
。

作
品
は
梅
と
竹

が
主
で
「
風

に
な
び
く
梅
の
技
」
、
「
雨
に
濡

れ
る
竹
」
を
染
め
て

い
き
ま
す
。

中
澤
さ
ん
は
干
葉
県
知
事
認

定
の
伝
統
工
芸
品
（
人
）
に
も

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
四
月

一
日
に
婦
人
会
館
で
、
入
賞
作

品
を
中
心
と
し
た
、
作
品
展
が

開
か
れ
る
予
定
で
す
。）

友 禅 染

小山中澤英高さん

(47歳)

矢
切
の
渡
し
と

野
菊
の
墓
文
学
碑

映
画
「
フ
ー
テ
ン
の
寅
」
さ
ん
シ

リ
ー
ズ
と
演
歌
「
矢

切
の
股
し

」

で
、
全
国
的
に
有
名
な
矢
切

の
渡

し
は
も
と
も

と
農
耕
用

に
使

わ

れ
て

い
ま
し

た
。

江
戸
時

代
、

松
戸

と
金
町
間

に
関
所

が
設
け

て
あ
り
。
許
可
な
く
通
行
す

る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
対

岸
に
農
地
を
持
つ
農
民
の
た
め

に

、
こ
の
股
し

を
使
う

こ
と

が

許

さ
れ
て

い
た
と
言
い
ま
す
。

こ
の
地
を
舞

台
と
し

て
伊
藤

左
千

夫
が
初

の
小
説
「
野
菊

の

墓
」
を
雑
誌
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

に
書

い
て

い
ま
す
。

股
し

か
ら
歩

い
て
十
五

分
ほ

ど
歩
い
た
西
蓮

寺
の
境
内
に
は
、

「

僕

の
家

と

い

ふ

は
矢

切

の

股
し
を
東
へ
股

り
…
」

と
い
う

小
説

の
く
だ
り

を
刻
ん

だ
文
学

碑

が
あ

り
ま
す

野
菊
の
墓

文

学
碑

が
建

つ
西

蓮
寺
か
ら
股
し

を
通
し
て

柴
又

帝
釈
天
ま
で
は
、

ほ
ど
よ
い
散
策

コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま

す

万
溝
寺
の

股
く
ぐ
り馬

橋

万

満
寺
は
鎌
倉
時
代

に
創
建

さ
れ
た
、
大
日
寺
を
前
進
に
す
る

と
い
わ
れ

る
古

い
お
寺
で
す
。

仁
王

門
に

は
、

運
慶
作
と
い

わ
れ
る
二
・
五
七
㍍
の
「
阿
形
」

と
二
・
四
〇
㍍
の
「
吽
形
」
の

金
剛
力
士
像

が
安

置
さ
れ
、
国

の
重
要
文
化

財
と
な
っ
て

い
ま

す
。毎

年
三
月
二
十
七
日
～
一
十

九
日
と
十
月
二
十
七
日
～
二
十

九
日

に
「
唐
椀
供
養
」

と
中
気

よ
け
の
「
股
く
ぐ
り
」
が
行
わ

れ
ま
す
。

唐
椀
供
養
は

、
高

血
圧
を
防

ぐ
精
進
料
理
を
食

べ
、
そ
の
は

し

を
頂

い
て
帰
り
、
次

の
年
に

返
納
し
て
護
摩
を
焚
き

ま
す
。

ま

た
、
股
く
ぐ
り

は
金
剛
力

士
阿
像
の
股
を
く
ぐ

る
と
中
気

よ
け
に
な

る
と

い
わ
れ
、
県
内

は
も
と
よ
り
、
近
隣

の
埼
玉
、

茨
城
、
東
京
な

ど
か
ら
大
勢
の

信
者
、
参
拝
客

が
集
ま
り
ま
す
。

寺
に
は
市
指
定

の
文
化
財
で

あ
る
不
動
明
王
立
像
」
、
「
魚

藍
観
音
立
像
」
、
「
豊
臣

秀
吉
の

制
礼
」
も
置

か
れ
て
い
ま
す
。

し
も
う
さ
は
さ
み
か
ず
さ
は
さ
み

下

総
鋏
と
上
総
鋏
の
名
前

は

作
る
地
域
の
違

い
に
よ

る
も
の

だ
そ
う
で
す
。

先
代
は
新

潟
で
創
業
し
て

お

り
、
天
城

さ
ん
は
二
代

目
に
当

た
り
ま
す
。

三

河
島
で
造

っ
て
い
た
時
期

も
あ
り
ま
し

た

が
、
昭
和
二
十

年
か
ら
こ

の
地
に
移
り
、
兄
弟

三

人
で
八

十
種
ほ
ど
の
植
木
用

・
生
け

花
用
の
鋏
を
作
り

続
け

て

い
ま
す
。

手

作
業
は
十
工

程
に
及

び
、

特
に
、
鋼
を
地
金
に
っ
け

急

度
千
三
百
度
～
千
四
百
度
）
の

見

計
ら
い

が
難
し

い
そ
う

で
す

こ
の
た
め

、
一
日

に
で
き
る

数
は
三

十
丁

で

、
「
豊

次
郎
」

銘
で
ほ

ぼ
全
国

に
出

荷
さ
れ
て

い
ま
す
。

大
き
な
ハ
ン
マ
ー
と
手
ハ
ン

マ
ー
で
鉄

を
鍛
え
る
場
面
は
、

芸
術
と
い
っ
て
良

い
く
ら
で
す
。

鍛
え
方

が
違
う

分
だ
け
、
長

持
ち
し

切
れ
味
も
違
い
ま
す
。

一
丁

、
二
丁

と
求
め
に
来

る

人
も

い
る
そ
う

で
す
。

三ヶ月天城健治さん

(69歳)

下総鋏

小 山 野 崎 喜一郎さん

(75 歳)

野
崎
さ
ん
の
所
で
働
く
人
は
、

弟
・
息
子
・
奥

さ
ん
を
含
め
て

六
人
で
す
。

仕
事
場
に
は
歴
史

を
語

る
道

具

が
並

び
、
全

体
が
生
き
物
で

あ

る
と
い
う
感
し

が
し

ま
す
。

ガ
チ

ャ
ン
、
ガ
チ

ャ
ン
と
鉄

を
鍛
え

る
音

、
サ
ー
ツ
と
磨
き

を

か
け

る
音

が
伝
統
の
重
さ
を

醸
し
出
し

て
い
ま
す
。

野
崎
さ

ん
は
三
代
目

に
当
た

り
、
仕
事
を
始

め
た
の
は
十
九

歳
の
時
で
す
。

こ
こ
で
手

作
り
さ
れ
る
鋏
は

八
十
六

種
類
ほ
ど
、「
光
吉
之
」

の
銘
で
生
け
花

の
家
元

を
中
心

に
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
。

使
う
鋼
に
差
か
お
る
と
か
で
、

一
丁
、
二
丁

と
注
文
し

て
く
る

人
も

い
る
そ
う

で
す
。

植
木
用

・
生
け
花
用
以

外
に

も

、
ゴ
ム
・
皮

革
用
、
ブ
リ
キ

切
り
が
あ
り
、
日
量
は
天
城
さ
ん

と
同
じ
三

十
丁

が
限
度
と

い
う

こ
と
。

作
り

だ
め
を
し
て

お
い

て
急
の
注
文
に
備
え
て

い
ま
す
。

戸 定 館

松 戸

戸
定
館
は
徳
川
幕
府
最
後

の

よ
し
の
ふ
あ
き
た
け

将
軍
慶
喜
公
の
弟
・
昭
武
公
（

水

戸

徳
川
家
第
十
一
代
藩
主

）
が
、

明
治
十
七
年
に
別
邸
と
し
て
建

て

た
、
武
家
屋
敷
造
り
の
建
物

で
す

。
庭
園
は
昭
武
公

が
慶
応
三
年

一
八
六
七
年
）
に
、
将
軍
の

名
代
と
し
て
パ
リ
の
万
国
博
覧

会

に
出
席
し

た
と
き
、
フ
ラ

ン

ス
庭
園
を
見
て
そ
の
様
式
を
取

り
入
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

昭
武
公

が
気

に
入
ら

れ
た
よ

う
に

、
都
市
化

が
進
ん
だ
今
で

も
こ
の
庭

か
ら
見
た
江
戸
川
の

眺
め
は
す

ば
ら
し
く
、
周
辺
一

体
を
歴
史
公

園
と
し

て
整
備
す

る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

公
の
子
息
武
定
氏
か
ら

、
昭

和
二
十
六
年
に
市
に
寄

贈
さ
れ
、

お
茶
会
・
句
会

な
ど
に
利

用
さ

れ
て
い
ま
す
。
庭
は
昭
和
六
十

一
年
に
、
県
の
名
勝
と
し
て

文

化
財
治
定
を
受
け
ま
し
た
。

水
戸
街
道

水
戸
街
道

は
．

江
戸
時
代
に

日
本
橋
を
起

点
と
し
て

作
ら
れ

た
「
東
海
道
・
中
仙
道
・
日
光
街

道
・
奥
州
街
道

・
甲
州

街
道
」

の
五
街
道
と

と
も
に

垂
要

視
さ

れ
た
街
道
で
し

た
．

松
戸
市
域
で

は
、
松
戸
と
小

金
に
宿
場

が
置

か
れ
．
国

道
六

号
線

が
バ
イ

パ
ス
と
し

て
通
っ

松戸郵便局付近

た
今
で
も
、
所
々
に
旅
籠
跡
・

道
標
な
ど
当
時
の
面
影
を
残
し

て
い
ま
す
。

当
時
の
人
た
ち
は
、
日
本
橋

か
ら
水
戸
ま
で
約
百
十
六
㌔
を
、

三

日
か
ら
四

日
か
け
て
歩

い
た

と

い
わ
れ
て

い
ま
す
。

県

が
募
集
し
た
「
房

総
の
魅
力
五
百
選
」
が
、
二

月

に
発

表
さ
れ
ま
し
た

。

松

戸
か
ら
は
「

矢
切
の
渡
し
と
野
菊
の

墓
文
学
碑
」

が

総
合
十
一
位
に
入

り
、
「

矢
切
の
渡
し
」

が
魅
力

あ
る
所
と

し
て
定
着
し
た
こ
と

を
証
明
し
ま
し
た

。

県
内
の
魅
力
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
身

近
な

松

戸
市
内
の
魅
力

か
ら
、
見
直
し
て
み
ま
し
た

。

松戸から の選出一覧

浅間神社の森

本土寺

戸 定 館

二十世紀梨誕生の地記念碑

常盤平の桜並木とけやき並木

矢切の渡しと野菊の墓文学碑

万満寺の股くぐり

万 作 踊 り

下 総 鋏

友 禅 染

べつ甲細工

江戸川(関宿～市川)

水戸街道(松戸～我孫子)

常
盤
子
の
桜
並
木
と

け
や
き
並
木

常
盤
平

の
桜
並
木
と
け
や
き

並
木
は
昭

和
三

十
七
年
に
植
え

ら

れ
、
昭

和
三

十
五
年
に
入
居

を
開
始
し

た
常
盤
平
団
地
と
と

も
に
育
っ

た
と
言
え
ま
す
。

常
盤
平

か
ら
五
香
ま
で
線
路

に
沿
う
道
約
三
㌔
に
植
え
ら
れ

た
桜

は
、
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
四
百

七
十
八
本

、

オ
オ
シ
マ
ザ

ク
ラ

百
七
十
八

本
で
、
毎
年
春

の
到

来

を
知

ら
せ
ま
す
。

恒
例

と
な
っ

た
桜
ま
つ
り

に

は
、
市
内

・
市
外
か
ら
四
十
万

を
超
え
る
人

が
集
ま
り

、
花
見

・
パ
レ
ー
ド
を
楽
し

み
ま
す
。

花
が
散
り
葉

が
茂
る
夏
に
は

、

常

盤
平

駅

南

口

か
ら

続

く

け

や
き
通
り
と
合
わ
せ
、
人
々
に
す

ず
し
い
木
陰

を
提
供
し

ま
す
。

桜
並
木
（

通
り
）
は
、
六
十

二

年
に
建

設
省
が
選
ん
だ
「
日

本
の
道
百

選
」

に
も
入
っ
て

い

ま
す
。

千
葉
県
の
す

ば
ら
し

さ
を
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野

か
ら
再
発

見
す
る

た
め
に
行
っ

た
「
房

総
の
魅
力
五

百

選
」
の
投
票

結
果
が
発
表
さ

れ

ま
し

た
。

こ
れ
は
千
葉
県

が
昨
年
八
月

に
、

県
下
全
域
を

対
象
に
し

て
行
っ

た

も
の
で
、
各

市
町
村
か
ら
の
候
補

九
百
七
十

六
件
に
自

分
の
推
薦
す

る
も
の
を
加
え
て

、
県
民
か
ら
投

票
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
然
・
歴
史
・
施
設
・
民
俗
・

特
産
の
分
野
に
十
八
万
八
千
七
百

七
十
三
人
（
延
べ
投
票
数
二
百
四

十
五
万
九
千
七
百
十
五
票
）
か
ら

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

県
全
体
で
み
る
と
、
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
が
ト
ッ
プ
で
落
花
生
、

養
老
渓
谷
、
犬
吠
崎
、
君
ヶ
浜
と

続
き
ま
す
。
「
矢
切
の
渡
し
と
野

菊
の
墓
文
学
碑
」
は
十
一
位
に
入

り
、
健
闘
を
見
せ
ま
し
た
。

応
募
に
ご
協
力
頂
い
た
皆
さ
ん

に
は
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
今
回
応
募
さ
れ
な
か
っ

た
皆
さ
ん
も
、
自
分
の
住
む
ま
ち

の
魅
力
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

身
近
な
所
に
あ
な
た
の
自
慢
で
き

る
「
ふ
る
さ
と
」
が
あ
る
は
ず
で

す
。

べ

っ
甲

細
工

稔

台

矢

吹

覚
さ
ん

（
5
1
歳

）

べ
っ
甲
細
工
は
、
江
戸
時
代

に
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
オ
ラ
ン
ダ
か

ら
入
っ
て
来
た
も
の
で
す
。

原
材
料
は
キ
ュ
ー
バ
産
の
夕

イ
マ
イ
と
呼
ば
れ
る
亀
の
甲
羅

を
使
っ
て
い
ま
す
。

矢
吹
さ
ん
は
、
こ
の
道
三
十

六
年
で
す
。
本
来
は
く
し
、
帯

ど
め
、
か
ん
ざ
し
を
作
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
で
は
種
類
を
増

や
し
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
な
ど
も
デ

ザ
イ

ン
し
て

い
ま
す
。

べ
っ
甲
細
工

は
、
エ

程
が
複

雑
で
、
最
低

七
年
の
修
業

が
必

要

と
の
こ

と
。
二

王

二
枚
の

べ

つ
甲

を
締

め
付

け
て
張
り
合
わ

せ

る
エ

程
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
時

の
熱
加

減
・
締
め
加
減
は

素
人

が
真
似

で
き
る
も
の
で
は

な

い
そ
う

で
す
。
品
物
の
八
〇

％

は
浅
草
に
あ
る
問
屋
に
卸
さ

れ
て
い
ま
す
。

浅
間
神
社
の
森

（

極
相

林

）

小
山

浅
間
神
社
は

国
道
六
号
線
と

県
道
松
戸
・
市

川
線
の
交
差
し

た
、
松
戸
駅
側

に
あ
り
ま
す
。

浅
間
神
社
が

あ
る
標
高
二
十

八
㍍
ほ
ど
の
小

山
に
は
、
原
生

林
と
い
っ
て
よ

い
ほ
ど
高
木
ヤ

ブ
ニ
ッ

ケ
イ
が

繁
茂
し
、
ほ
か
に

タ
ブ
ノ
キ

ー

シ
ラ

カ
シ
・
ア
カ

ガ
シ
な
ど
か

育
っ
て
い
ま
す
。
極
相

林
と
い

う

の
は
、
木

が
大
き
く
育
ち

林

の
下

に
光

が
届
か
な
く

な
っ
た

た
め
低
温
・
高
湿
度
に
な
り
、
シ

イ
・
カ
シ
類
の
木
し
か
育
た
た

な
く
な
っ
た
状
態
の
林
で
す
。

住
宅
密
集
地
に
あ

り
な
が
ら
、

森
林
的
な
植
物
相
を
示
す
、
貴

重
な
存

在
で
す
。

ま
た
、
毎
年
七
月
一
日
に
神
社

の
大
祭

が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

二
十
世
紀
梨
誕

生
の
地

記

念

碑
　

二
十
世
紀
が
丘

松
戸
は
梨
の

生
産
が
盛
ん
で

約
百
ヵ
所
の
観

光
梨
園
が
あ
り

ま
す
。

梨
に
は
長
十

郎
・
幸
水
・
新

高
な
ど
種
類
が

た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
そ
の

中
で
二
十
世
紀

梨
は
松
戸
か
ら

誕
生
し
た
も
の
で
す
。

明
冶
二
十
一
年
、
松
戸
覚
之

助
氏
（
当
時
少
年
）
が
、
ゴ
ミ

捨
て
場
か
ら
変
わ
っ
た
梨
の
芽

を
見
つ
け
育
て
た
と
こ
ろ
、
う

す
黄
緑
の
実
を
つ
け
ま
し
た
。

味
と
噛
ん
だ
感
触
が
す
ぐ
れ

て
い
て
、
今
ま
で
の
梨
と
は
違

立

一
十
世
紀
の
発
見
だ
と
い
う

こ
と
で
、
二
十
世
紀
梨
と
名
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

原
樹
は
枯
れ
て
し
ま
い
市
の

文
化
ホ
ー
ル
に
保
存
さ
れ
、
誕

生
の
地
（
当
時
大
橋
）
に
は
記

念
碑
が
建
っ
て
市
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
の
声
に
合
わ
せ
踊
り
ま
す
。

練
習
は
毎
月
第
一
火
曜
日
に

市

民
会
館
で
午
前
十
時
か
ら
行

っ
て
お
り
、
見
学

は
自
由
で
す
。

七
月

に
は
お
さ
ら
い
会
を
開

い
て
い
ま
す

が
、
保

存
会
の
高

齢
化

が
進
ん
で
お
り

、
継
承
者
難

だ
と
い
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
若

い
人
に
も
伝
承
し

て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

万作踊り

松
戸
市
移
動
消
費
生
活
展

「
ど
う
な
る
／

ど
う
す
る
／

日
本
の
お
米
」

日
時
…
三
月
十
二
日（
土
丁

十

三
日
石

）
、
午
前
十
時
～
午
後

四
時

会
場
・
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー

展
示
内
容
…
①
穀
の
あ
る
お
米

の
話
②
お
米
の
価
格
今
・
む

か
し
③

お
米

の
現

在
・
過
去
・

未
来
④
お

い
し

い
ご
飯

は
正
し

い
炊
飯
で
／
・
⑤
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
は

ご
飯

か
ら

詳
細
・
・・
消
費
生
活

課
消

費
生

活

係

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

仕
事
の
内
容
・
＝
市

政
へ
の
意
見

提
出
の
ほ
か
、
研
修

（
会
議

）
．

市
内

公
共
施
設
の
見
学
、
市
議

会

傍
聴
な
ど

資
格
・
・
・
市
内
に
引
き
続
き
一

年
以

上
）
居

住
し

て

い
る
二
十

歳
以
上
の
人
で

、
本
市
の
ほ
か
の

制
度

の
モ
ニ
タ
ー
に
就
任
し
て

い
な
い
こ
と

謝
礼
＝
・
薄
謝

申
込
み
…
市
政
に
つ
い
て
筒
単

な
意
見

、
モ
ニ
タ
ー
に
応
募
し

た
動
機

と
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
ハ
ガ

キ
に
記
入
し
て
三
月
十
二
日

（
土
）
ま
で

に
〒

二
七
一
松
戸
市

根
本
三
八
七
－

五

松
戸
市
役
所

市
民
相
談
室

へ
郵
送
し

て
下
さ

い
。

評
細
・：
市
民
相

談
室

３月７日～13日　 春の建築物防災週間

市では、学校・デパート・ホ

テル・ビルなどの特殊建築物を

対象にした防災査察と、コンク

リートブロック塀などの点検を

実施します。

災害のない安全な町づくりの

ために､ご協力をお願いします。

詳細…建築指導課建築指導係

県技術改善費補助金申請の

技術改善計画書を募集

対象…新技術・新製品などに

関する技術研究または試作を

行う中小企業者

申込み…電話で３月31日(木)

までに、県商工労働部工業課

指導係c0472 ―23― 2445番へ

農耕地に犬猫を入れないで

農耕地に犬や猫などが入り、

農作物に大きな被害を与えてい

ます。

犬や猫などが農耕地に入らな

いよう、飼い主の皆さんのご協

力をお願いします。

詳細…農政課指導係

小金原老人福祉センター　クラブ活動会員募集

対象…市内在住の60歳以上の

人

費用…無料

申込み…電話で､3月12日(土)

までに小金原老人福祉センタ

―044-8270 番へ(申し込み多

数の場合は抽選となります)

クラブ 名 募集人 員 活 動 日 時 間

墨 絵 20 人
第１ ・３・４ 火曜日

午 前９ 時 ～正午

英 会 話 10 人 午 後１ 時 ～３時

書 道 20 人 第 １・３　 木 曜日 午 前９ 時～ 正午

詩 吟 10 人 第1３･４木曜日 午 後１ 時～ ３時

茶 道 ５ 人 第 ２･ ３･４ 木曜日 午 前９ 時～ 正午

民 踊 20 人 水曜日 午 後１ 時～ ３時

日 舞 10 人 土曜日 午 前９ 時～正 午

俳 句 若干名 第 ２・４　 金曜日 午後 １ 時～ ３時

縄文土器を作ろう

日時 … ３月27 日（ 日 ）午 前10時

か ら

会 場…明 市 民セ ン ター

費 用…2,000 円

持ち 物… お弁 当 、粘 七 制作ヘ

ラま たは スプ ー ン、 お盆 と 風

呂敷（ 作品 を 入れて 持 ち帰 れ

るもの ）

申込 み… 電 話で 、陶 芸松 戸 縄

文 土器 を作 る会 ・小 堀S68-

7726 番へ

外から帰ったらうがいを

房総の魅力500選

松戸からは矢切の渡しなど１３点



歯
を
大
切
に

乳
歯
と
む
し
歯

乳
歯
は
生
後
六
ヵ
月
ぐ
ら
い

に
、
前
の
歯
か
ら
は
え
は
じ
め

て
二
歳
半
か
ら
三
歳
頃
に
上

下
十
本
ず
っ
の
す
べ
て
の
乳
歯

が
は
え
そ
る
い
ま
す
。

乳
歯
は
そ
の
後
六
歳
頃
か
ら

永
久
歯
に
は
え
か
わ
り
は
じ
め

ま
す
。
し
か
し
、
自
然
に
は
え

か
わ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
む
し

歯
を
そ
の
ま
ま
に
放
置
し
て
お

い
て
も
、
き
れ
い
な
永
久
歯
に

な
る
と
い
う
考
え
方
は
あ
や
ま

っ
て
い
ま
す
。

成

長

発

育

や

健

康

面

に

悪

影

響

乳
歯
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割

を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
食
物

を
細
か
く
す
る
消
化
器
官
の
第
一

の
入
り
囗
で
あ
る
と
と
も

に
、

こ

と
ば
を
正
し
く

発
音
す

る
た

め
の
役
割
を
し
て

い
ま
す
。

む
し
歯
に
な
り
、
食
物
が
よ
く

か
め
な
く
な
る

と
、
消

化
不

良

を
起
こ
し
、
偏
食

の
原
因

に
も

な
り
ま
す
。
充
分
な
栄

養
を
と

れ
な

い
こ
と
は
、
体

の
成
長
発

育
や
健
康
面
に
も
影
響

が
及
ぶ

の
で
す
。

乳

歯

は
「

み

ち

し

る

べ

」

乳
歯
は
、
永
久
歯

が
正
し

い

位
置
に
は
え
て
く

る
た
め
の
「
み

ち
し
る
べ
」
で
あ
り
、
よ
く
噛

む
こ
と
に
よ
り
、
顎
の
骨
の
発

育
を
助
け
る
の
で
す
。

特
に
、
乳
歯
の
一
番
奥

の
第

二
乳
臼
歯

が
、

む
し
歯

に
な
る

と
、
六
歳
臼
歯
が
前
に
動
い
て

く

る
た
め
、
永
久
歯
の
歯
な
ら

び
が
悪

く
な
る
原
因
と
な
り
、

顎
や
顔
の
形
が
悪
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

む
し
歯
を
放
置
し
て
お
く
と
、

口
の
中

や
顎
だ
け
で
な
く
、
体

の

は
か
の
部
位
に
も
病
気
を
起

こ
し
ま
す
。

む
し

歯
が
原
因
で
、
心

臓
や

腎
臓
、
関
節
に
災
症
が
お
こ
る

こ

と
も
あ
り
ま
す
。

赤
ち

ゃ
ん
が
離
乳
食
を
始

め

る
頃

か
ら
、
遊
び
の
中
に
歯
ブ

ラ

シ
を

と
り
入
れ
て
、
ブ
ラ

ッ

シ
ン
グ
の
習
慣
づ
け
を
し
て
い

く
と
歯

ブ
ラ

シ
に
早
く
な
じ
む

よ
う
に
な

り
ま
す
。

（
松

戸
歯
科
医
師
会
）

困ったこと悩

み事があった

ら 困
っ
た
こ
と
や
悩
み
ご
と
が
あ
る
、
相
談
し

た
く
て
も
相
談
す
る
相
手
が
い
な
い
、
く
ら
し

の
向
上
を
は
か
り
た
い

…
。

市
で
は
、
こ

う
し
た
諸
問
題
の
解
消
を
は
か

る
た
め
、
各
種
相
談
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

べん

りな

豆知

識

一
般
相
談
、
交
通
事

故
相

談
、
市
政
相
談
、
行

政
相
談
、
法
律
相
談
、
住

宅
相
談
、
発
明
相
談
、
税
務

相
談
、
登
記
相
談

▽
詳
細
・：
市
民
相
談
室

一
般
相
談
…
日
常
生
活
上
の
悩

み

ご
と
、
身

の
上

、
隣
近
所
と

の
付
き
合
い
、
離
婚
な
ど
、
簡

単

な
法

解

釈

を
要

す

る

相

談

交

通

事

故

相

談
・
：
交

通

事

故

に

と

も

な

う

加

害

者

、

被

害

者

の

ト

ラ

ブ

ル

や

示

談

、
損

害

賠

償

、

慰
謝
料
、
責
任
保
険
な
ど
の
相
談

市
政
相
談
＝
・
市
に
対
す
る
要
望
、

苦

情

、

意

見

な

ど
巾

行

政

に
関

す

る

す

べ
て

の

相

談

行
政
相
談
・
・
国
、
県
、
公
社
の

お気軽に 相談し て下さい

仕
事

に
対

す

る
要

望

、

苦

情

、

意

見

な

ど

の

相

談

法

律

相

談
…

土

地

家

屋

の

貫

貸

借
、
売
買
、
金
銭
貸
借
、
夫
婦
、

親
子
、
相
続
、
損
害
賠
償
、
相

隣

関

係

な

ど

の

相

談

で

、

特

に

法
律
的
な
解
釈
方
法
を
必
要
と

す

る
相

談

住
宅
相
談
…
不
動
産
売
買
．
借

地

、
信

実

業

者

と

の

紛

争

な

ど

の

相

談

発

明
相

談
・：

特

許

の

出

揃

手

続

き

や

発

明

の

守

り

方

な

ど

税

務

相

談

＝
・
所

得

税

、
相

続

税

、

贈
与

税

な

ど

の

申

告

や

納

税

に

関

す

る

相

談

登
記

相

談

＝
・
各

種

登

記

の
手

銭

方
法

や

必
要

書

類

の

準

備

、
登

記

の

法

的

効

果

な

ど

の
相

談

中
小
企
業
経
営
相
談

▽
詳
細
＝
・
商
工
課
振
輿
係

市
内
中
小
企
業
者
の
経
営
安
定

と
事
業
の
健
全
な
発
展
を
目
的
と

し
た
経
営
全
般
の
相
談

消
費
生
活
苦
情
相
談

▽
詳
細
…
消
賞
生
活
課

契
約
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、

消
背
生
活
を
め
ぐ
る
片
情
や
相
談

心
配

ご
と
相
談
、
人
権
擁
護

相

談
、
婦
人
就
業
相
談

マ

詳
細
…
援
護

課
社
会
係

心
配

ご
と
相
談
＝
・
生
活
を
す
る

上

で
、
悩

み
を

も
つ
人
に
対
し

て
の
棚
談
、
個
々
の
問
題
の
解

決
、
ま
た
は
関

係
機
関
に
連
絡

し
て
相

談
に
応

ず
る

人
権
擁
護
相
談
二
・
お
互
い
の
人

権

を
守

っ
て
明
る

い
社
会
を
築

く
た
め
の
相
談

婦

人
就
業
相
談
・：
婦
人
就
業
希

望
者
を
対
象
に
、
内
職
や
就
業

の
斡
旋

聴

覚
障
害

者
相
談

詳
細
・
し
あ
わ
せ
課
福
柾
係

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
の
日
常

的
な
相
談

私

心
故

郷
、
筑

波
山
麓
の
真

壁
町
に
、
「
ス
ミ
ツ
カ
リ
」
と
い

う

料
理

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
地
方
で
は
、
初
午
の
時

に
「
ス
ミ
ツ
カ
リ
」
を
作
り
、

氏
神
様

や
お
稲
荷
様
に
、
赤
飯

と
一
緒
に
奉
納
す
る
風
習
が
あ

り
ま
す
。

囗
に
入
れ
る
と
、
ち
ょ
っ

と

す

っ
ぱ
く
、
大
根
の
味

が
ほ

ど

よ

く
で
て
お
い
し

い
も
の
で
す
。

松
戸

に
住
ん
で

か
ら
も

、
毎

年

こ
の
時
期
に
は
、
こ

の
料
理

を
家

族
で
食

べ
ま
す
。

特
に

、
老

人
食
に
は
も
っ
て

こ

い
の
料

理
で
す
。

▽
材
料
・
＝
①
大

根

人

参

）

・
鮭

の
ア
ラ
・
大
豆

（
節
分
の

豆

）
、干

し
し

い
だ
け

、
②

油
揚

、

竹

輪

、
③

酒

粕

、
④

酢

、

⑤

砂

糖

、
し

ょ

う

油

、
だ

し

の

素

作
り
方
＝
・
①
を
鍋
に
入
れ
柔

ら
か
く

な
る
ま

で

煮

る

。
②

を

加
え
さ
ら
に
弱
火
で
煮
る
、
様

子
を
見
な
が
ら
⑤
を
少
し
づ

つ
加
え

る
。

ほ
ど
よ

い
味
に

な
っ
た
ら
③
を
入

れ
さ
ら

に

④
を
入
れ
て
仕
上
げ
と
な
り

ま
す

。
こ
の
ス
ミ
ツ

カ
リ

は

温
か
い
の
よ
り
、
冷
た
い
方

が
美
味
で
す
。

こ
こ

は
皆
さ
ん
の
コ

ー
ナ
ー
で
す

。
郷
土
の

自
慢
料
理
、

身
近
な
料
理
で

も
可
）

を
広
報
課
ま
で
連
絡
し
て
下

さ

い

。
直
接

お
宅
へ

お
伺
い

し
ま
す
。

郷里の味がする

｢スミツカリ｣
馬 橋 柴 清 乃さん

街
な
か
に
鳥
園

4
0
種
類
1
5
0
羽
近
く
を
飼
育

鳥
小
屋
の
中
に
は
か
わ
い
い
鳥
で
い
つ
ば
い

ハイ

こち

ら内

線6

00

番

めずらしい鳥が見られると、道行く人や、子どもたちに評判の金

子さん宅。

ご主人が二年ほど前から好きで飼い始めた鳥が、今では40種類

（銀鶏、金鵄、オシドリをはじめ、チャボ、アヒル、鵄）など150 羽

近＜が、家の周りの鳥小屋や庭先で見られます。　　　　　　　　　：

中には、街の中でこれだけの鳥が見られると驚く人も。

ＪＲ松戸駅から電車で金町方面へ向かって500㍍くらい走った左側。

電車からも鳥小屋が見えるので、遠くから見に来る人もいるそうで

す。

松

戸
金

子

正
一

郎
さ
ん

近
所
の
人
や
、
家
族
の
理
路

が
あ
る
が
ら
、
こ
う
し
て
好
き

な
鳥
が
飼
え
る
と
思
い
ま
す
。

い
ま
で
は
卵
を
孵
化
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ら
が
喜
ん
で
く
れ

る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
酔
っ

た
人
が
鳥
小
屋
の
ア
ミ
を
蹴
飛

ば
し
て
い
く
ん
で
す
。
蹴
ら
な

い
で
下
さ
い
。

ま
つ
ど
の
歴

史
千
葉
頼
胤
と
九
州
肥
前
国

「
文

永

の

役

」

で

負

傷

し

肥

前

に

没

し

た

頼

胤

千
襲
頼
胤
が
小
金
に
川
住
し
て
い

た

鎌
介

時

代

末

期

は

、

お

り

か

ら

蒙

古
軍
襲
米
を
前
に
し
た
。
国
情
｡
９
然

と

し

た

時

代

で

し

た
。ひ

せ
ん
の
く
に
お
き

千

葉

氏

は

、
九

州

肥
前

川

の

小

城

（

現

在

の

佐

賀

県

小

城

祁
小

城

町

）

に
所

領

を

持

っ

て

い
た

の

で

、

頼

胤

も
か
ね
て
か
ら
鎮
西
軍
隊
に
加
わ
り
、

防

衛

の

任

に

当

た

っ
て

い

ま
し

た
。

文
永
十
一
年
（
一
ニ
七
四
年
）
に

は
、
三
万
の
蒙
古
車
が
九
百
艘
の
船

で
対

馬

・
壱

岐

を

侵

し

、

九
州

に

上

陸

す

る

と

い
う

「
文

永

の

役
」

が

起

こ

り

ま

す

。

頼

胤

も

こ

の

合

戦

に
出

陣

し

ま
し

た

が

、

負

傷

し

、

こ

れ

が
原

囚

と

な

っ
て
、
翌
建
治
元
年
（
一
二
七
五
年
）

八
月
十
三
日
、
三
十
七
歳
で
小
城
晴

気

に

没

し

ま

し

た

。

頼

朝

か

ら

賜

っ
た

先

祖

伝

来

の

所

領

千
葉
氏
が
持
っ

て
い
た
肥
前
国
の

所
領
は
、
先
祖
の

干
葉
介
常
胤
が
源

頼
朝
を
助
け
て
、

多
く
の
功
績
を
あ

げ
た
た
め
に
、
こ

れ
ら
の
恩
賞
と
し

て
与
え
ら
れ
た
も

の
で
す
。

実
は
頼
胤
の
父

時
胤
も
、
こ
の
地

あ
み
た

の
阿
弥
陀
堂
に
納

骨
さ
れ
て
い
る
の

で
、
小
城
に
は
、

か
な
り
以
前
か
ら

関
わ
り
合
い
が
あ

つ
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
「
吾
妻
鏡
」
　
（
鎌
倉
時
代

の
史
書
）
な
ど
に
は
記
述
が
な
く
、

そ
の
詳
細
は
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

九
州
千
葉
氏
の

基
礎
を
つ

く
っ
た
胤
貞

九
州
の
小
城
町
を
訓

べ
る
と
、
頼

胤

の
子
宗
胤

や
、
孫
の
胤
貞
に
関
し

て
は
、
か
な
り
豊
富
な
資
料
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
頼
胤

自
身

に
つ
い
て
は
、
全
く
記
録
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

た
だ
、
千
葉
氏
の
有
力
家
臣

に
円

城
寺
と
い
う

名
字

が
あ
り
ま
す

が
、

晴
気
地
区
に
も
同
姓
の
人
が
か
な
り

い
る
こ
と
は
、
大
変
興
味
を
引

か
れ

ま
す
。

孫

の
胤
貞
は
、
下

総
と
肥
前
の
問

を
三
回
前
後
往
復
し
、
九
州
千
葉
氏

の
基

礎
を
つ
く
り
、
こ
れ

が
ま
た
、

後
に
述

べ
る
高
城
氏
と
深

い
関
わ
り

を
持

つ
こ
と
と
な
り
ま
す

。

（
参

考
資
料

・
松
下
川

夫
軒
「
松

戸

の
歴
史
案
内
」
）

まちの 話題 をお知 ら せ くだ さい。

紹介します

私の郷土自

慢料理



サ

ー

ク

ル

だれでも気軽に楽し める スポーツ

わ

た

し

の

さ

ん

ぽ

み

ち

庭先の草花を見ながら

上 本 郷

佐 藤 康 子さん

健太くん〈1歳〉

だんだんと暖かくなります

アグネス、平和を唱う

｢世界平和都市宣言１３周年記念講演会

２月21日、「みんな地球に生きる人」と

いう テ ーマ で、 講師に アグ ネ ス・チ ャンさ

んを迎えて、講演会が催されました。

こ れ は、 松戸 市の 「平 和都 市宣 言」 ３周

年を記念 し て、平 和 への 願い をこ めて 行わ

れたも ので す。

会場の市民会館には約1,000の人が集ま

り 、盛 況でし た。

アグネス・チャンさんは、自分自身の体

験をも と にし て平 和の 大切さ を 、歌 を まじ

えて 語り 、参 加者 を 魅了し まし た。

講演は多くの人の心に、強く「平和」を訴

え かけ たよう で す。
たくさ んの観客が集ま

りました

今月の

おもな

催し物

市民

会館

ホー

ル

市民

劇場

市民 会 館 ホ ー ル 市 民 劇 場

期日 内 容 開演時間 期日 内 容 開演時間

3/11

宙
川中美 幸ショ ー　　 ☆

14 : 00

18 : 00

3/6 日 ﾋﾟｱﾉ･ｴﾚｸﾄｰﾝ 発表会 13 : 00

13(日) 歌謡発表３周年 10 : 00

12

山

県民 芸術劇場
モーツァ ルト　　　 ☆

コンサート
15 : 00

16冰）
卒業記念コン サート （ロック ・ポ

ピ ュラーほが）
13 : 00

16

(水)

下町の玉三郎

梅沢富美男ショー　☆

14 : 00

18 : 00
19山 合同ピ アノ発表 会 14 二00

20日
ピアノ発表会 13 : 45

17困 音協岸田智史ｺﾝｻｰﾄ..☆ １８ ： ３０

ピアノ発表会 18 : 15
19

山

松戸市合唱 連盟
ジョ イント　　　　 ☆

コンサ ート
18 : 30

24困 ピアノ発表会 14 : 30

22

(火)

松戸一中

第14回定 期演奏会
１６ ： ３０

25白 合唱コンサ ート 18 : 00

26(土) ＳＥＣコン サート １６ ： ００

23

(水)

松戸東高 校吹 奏楽部

第11回定期演奏会
17:30

27旧）
ピアノ･エレクトーン発表会 9:30

ピアノ･バイオリン発表会 15 : 00

27

日

市立松戸高校吹 奏楽部

第11回定 期演奏会
17 二00

30(7(0
松戸一中合唱 部発表会 9:40

ピアノ発表会 14 : 00
29

(火)

こども 映画大会

「魔法の 天使 」「ロビ ン
ソン 漂流記」

10 : 00

14 : 00 4/1R ラ ボ10周年発表会 13 : 30

４ ／２

圉

松戸 矢切高校　 第４回

吹 奏楽部定期演奏会
17 : 30

２圉 ピアノ発表会 12 : 30

３旧）ピアノ･電子オルガン発表会 11 二00

市民会館・市民劇場とも、休館日は月曜日です。なお、☆印のついて

いる催し物は有料です。

詳細･‥市民会館容68-1237～9番、市民劇場容68－0070番

松
戸
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

松
戸
市

ボ
ウ
リ

ン
グ
協
会

が

発
足
し
だ
の
は

、
五

十
九
年
の

九
月

で
す
。

全
日
本

ボ
ウ
リ

ン
グ
連
盟
の

公

認
指
導
員
で
あ

る
菅
谷
昂

会

長

を
中
心
に
、
現

在
六
十
八

人

（

男
性
四

十
五
人
、
女

性
二

十

三
人

）
の
会
員

が
い
ま
す
。

協
会

の
活
動

と
し

て
は
、
毎

週

火
曜
日

の
リ
ー
グ
戦
（

ダ
ブ

ル

ス
）
と
月

例
会
（
シ

ン
グ

ル

ス

）
の
ほ

か
、
年
に
三

回
程
度

市
民
大
会

も
開

い
て
・
い
ま
す
。

昨
年
三
月

の
大
会

で
は
、
百

四

十
人
も

の
市
民

が
集
ま
り
、

運
営
す
る
協
会
も
、
う
れ
し
い

悲
鳴
を
あ
げ
た
ほ
ど
。

今
年
、
京
都
で
開
か
れ
る
国

体
で
は
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
が
正
式

競
技
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
す
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
の
人
気
も
、
ま
す

ま
す
上
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

毎
週
行
っ
て
い
る
リ
ー
グ
戦

で
は
、
会
員
以
外
の
人
も
自
由

に
参
加
で
き
、
指
導
を
受
け
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
、

だ
れ
で
も
楽
し
め
る
ボ
ウ
リ
ン

グ
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
爽
快
感
を

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

小

金

原

小

川

幸

男

さ
ん

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
遊
び
と
見
ら

れ
が
ち
で
す
が
、
立
派
な
ス
ポ

ー
ツ
な
ん
で
す
。

い
い
ス
コ
ア
が
出
た
と
き
、

試
合
で
勝
っ
た
と
き
の
気
分
は

何
と
も
言
え
ま
せ
ん
ね
。

今
月
の
末
に
は
、
全
日
本
選

手
権
に
出
場
す
る
の
で
、
何
と

か
い
い
成
績
を
残
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

連
絡
先
…
菅
谷
琵

－
5
4

3
7
番

買

い
物

が
て
ら

の
散

歩
で
、
こ

の
道
を
よ
く
通
り
ま
す
。

こ
の
辺
り
は
、
坂

の
あ

る
閑
静

な
住
宅
地
で
す
。
小
学
校
の
周
り
に

は
、
ス
ク
ー

ル
ゾ

ー
ン
が
あ
っ
て
、

昼
下

が
り
に
な
る
と
車

が
入

れ
な

く
な
り

ま
す

。
健
太
を
連
れ
て

ゆ

っ
く
り

歩
く
の
に
も
安
心
で
す
。

住
宅

地
の
中

で
も
、
庭
先

の
草

花
を
見

な
が
ら
歩
く
と
、
結
構
、

季
節

の
移
り

変
わ
り
が
感
じ
ら
れ

る
ん
で
す
よ
。

私

か
東
京

か
ら
お
嫁
に
来
て
、

六
、
七
年
く
ら

い
で
す
。
昔

は
、
こ

の
辺

も
こ
ん
な
に
家

が
多

く
な

く

て
、

か
な
り

遠
く
ま
で
見

渡
せ
た

そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
一
日
一
日
と
、

風
も
日
差
し
も
や
わ
ら

か
く

な
っ

て
き
て
、
歩
く
に
は

い
い
季

節
で

す

ね
。

の
ん
び
り
と
、
家
族

で
ピ

ク
ニ
ッ
ク
に
で
も
行
き

た
く

な
り

ま
す
。

栄

町

佐

藤

よ
ね
子

さ
ん

テ
レ
ビ
ヤ
フ
ジ
オ
で
、
ア
グ
ネ

ス
さ
ん
の
考
え
方
は
あ
る
程
度
知

つ
て
い
ま
し
た
が
、
今
日
は
実
際

に
生
の
声
を
聞
き
こ
吉
彦
し
た
。

彼
女
は
、
平
和
を
自
分
自
身
と

の
か
か
わ
り
あ
い
か
ら
考
え
て
い

る
な
、
と
い
う
こ
と
が
強
く
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

今
日
の
講
演
を
自
分
な
り
に
何

か
で
き
な
い
か
を
考
え
る
機
会
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

笑
顔
が
さ
わ
や
か
で
す

ば
ち
さ
ば
き
も
踊
り
も
見
事
で
す

（
卒
園
発
表
会
で

）

サ
ー
ク
ル
会

員
募
集

少

年

硬

式

野

球

（
ポ
ニ
ー
リ
ー
グ
）

日
時
…
毎
週
日
曜
日
・
祭
日
、
午

前
九
時
～
午
後
五
時

会
場
松
戸
ポ
ニ
ー
専
用
グ
ラ
ウ

ン

ド

（

江

戸

川

河

川

些

対
象
＝
少
学
校
新
二
年
生
～
中
学

校

新

二

年

生

各

十

名

（

募

集

期

間

三

月

十

三

日

～

四

月

十

日

）

費
用
・
：
月
三
千
円
入
会
金
三
千
円
）

詳
細
＝
・
山
本
｛
。
６
４
１
４
″
０
０
４
番

松

戸

市

民

合

唱

団

日

時

…

毎

週

木

曜

日

、

午

後

六

時

二

十

分

～

九

時

会
場
：
市
民
会
館
音
楽
室

費
用
・
：
月
二
千
円
叉
会
金
千
円
）

詳

細

…

長

崎

｛
一一
4
3
1

り
乙
［
Ｄ

１

ら
乙

番

松

戸

コ

ト

バ

の

会

日
時
毎
月
第
二
金
曜
日
、
午
前

十

時

１

正

午

会

場

…

婦

人

会

館

費

用

・
：

月

五

百

円

又

会

金

な

し

）

詳

細

・
：

大

越
｛
一一

６３

１

０

０

只
｝［
Ｄ

番

さ
つ

き
会
（
裏
千
家

）

日

時

＝
毎

月

第

二

二

二
火

曜

日

午

後

一
時

～

四

時

会
場
・
・
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
茶
室

費
用
…
月
二
千
五
百
円
入
会
金

な

し

）

詳

細

二

二
浦

四

６２
１
［
Ｄ
４

Ｑ
Ｊ
３

番

松

戸

ド

イ

ツ

語

読

書

会

日
時
＝
・
毎
週
土
曜
日
、
午
後
二
時

～

五

時

会
場
＝
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
…
月
千
円
入
会
金
な
し
）

詳

細

・
元

木

酋
4
5
1
只
）
４

６
ａ
り
番

（
午

後

七
時

以

降

）

文
化
講
座
サ
ー
ク
ル

［
機
械
編
み

］

日

時

…

毎

月

第

一

、

三

金

曜

日

、

午

前

十

時

～
正

午

会

場
・：
常

盤
平

市

民

セ

ン

タ

ー

費
用
・
：
月
二
千
円
入
会
金
な
し
）

詳
細
：
大
貫
認
一
し
じ
６
ｙ
叭
）
１
１
番



もよおしも
の

春のこども作品展覧会

日 時… ３月 ５日(土)･６日(日)、

午前10 時 ～午後 ５時

会 場… 稔 台市民 セ ンター

内容 … 書道 ・絵 画

詳 細… 明 第 ２地 区子 ど も会育

成 会 連絡 協 議 会・ 小 林Q65-

4838 番

こども映画会

日時…３月29日(火)午前10時

～正午と午後２時～４時の２

回

会場…市民会館

内容…｢魔法の天使－クリイ

ミーマミ｣｢ ロビンソン漂流

記｣

対象…小中学生と保護者

費用…無料

定員…各回1,200人(先着順)

申込み…往復ハガキに住所・

氏名・電話番号・午前午後の

別･希望人数を記入し、〒271

松戸市根本387-5松戸市役所

こども課育成係へ

松戸史談会

金町付近の文化財と,史跡めぐり

日 時… ３ 月 ６日( 日)午前10 時 、

JR 金町 駅 改札 前に集 合〔雨天

の場 合 は13 日( 日)に延 期〕

ほき 先 …金 蓮院 、蛇 塚、 葛西

神社、俳人鈴木松什の墓､半

田稲 荷、 松 浦の 鐘、 しば られ

地蔵 、水 元 香取神 社 、水 元大

橋、涼亭わきの巨松、水元大

滝、 金町 駅へ( 徒 歩約5 km･ 5

時間30分)

費用…300円(資料配布)

昼食持 参、交 通 費自 己負担

申込み … 当 日集合 場所 で

詳細 …神 尾Q41-2458 番

母親読書会

｢古典文学の源義経｣

日 時 …３ 月17日(木)・24日

(木)、午前10時～正午

会場…市民会館201号会議室

講師…海城高校講師・表きよ

し氏

定員…50人(両日出席できる

人)

費用…無料

申込み…電話で市立図書館容

65-5115番へ

グラウンドゴルフ教室

日時…３月13日（日）午前９時

～午 後 １時

会 場 …柿 ノ木 台小 学校

対 象 …一般 男女、 大学 生

費 用 …無 料

申 込 み… 当 日会場 で

詳細 …体 育指 導委 員・島村容

63-2814 番

第10回合唱連盟

ジョイントコンサート

日時…３月19日(土)午後６時

30分開演

会場…市民会館

費用…300円

定員…1,212人

詳細…梶野登42一2602番

講演「親鸞・歉異抄の世界」

日時…３月15日(火)午前10時

30分～正午

会場…常盤平市民センター別

館費用…無料

定員…30人

申込み…電話で、菅原容68一

河56番へ

スポーツ

野球ルール審判講習会

日時…３月21[](祝)午前９時

から

会場…運動公園会議室(実技

は午後１時から運動公園野球

場で)

費用…1,000円(昼食代含む)

申込み…当日会場で

初心者歓迎

詳細…松戸市野球協会・高野

S41-9643 番

鎌倉彫・日本画・ 日曜大工講座

申込み…電話で３月19日(土)

まで〔日曜大工は３月19日

(土)～30日(水)〕に、松戸共

同高等職業訓練校登44-4823

番へ(午前10時～午後３時､た

だし土曜日は正午まで)

外に出て体を動かし ましよう

壮年体力テストと

軽スポーツ教室

日時…３月13日（日）午前９時

～ 午後 １時

会 場…小 金原体育 館

対象 …一 般 市民

内容 …体 力 テ スト とフ リスビ

ー費 用…無 料

持ち 物 …運動 の でき る服装 と

上 履 き用 運動 靴

申 込 み… 当 日会場 で

詳細 …体 育指 導委 員 ・篠崎ａ

87-3336 番

卜 鎌 倉 彫 日 本 画 日 曜 大 工

期日

４月～７月の①第

２･第４水曜日②第
1第４日曜日の

いずれか(計８回)

第２･第４火曜日

（１年間）

第２･第３日曜日

（１年間）

時間 午後１時30分
～４時

午前10時
～正午

午前９時
～正午

会場 松戸共同高等職業訓練校

費用 月3,000 円(材料費実費) 月2,000
円

( 材料費実費)

定員 各15人 20人 40人

松戸一中吹奏楽研究部

第14回定期演奏会

日時…３月22日(火)午後４時

開場、４時30分開演

会場…市民会館

内容…１部＝クラリネット協

奏曲・トロンボーン協奏曲、

２部＝バラエティーショー・

くるみ割り人形、３部＝ダッ

タン人の踊りほか

費用…入場無料

詳細…松戸一中・桜井S63-

4171番

日本脳炎予防接種

日本 脳 炎の 予防接 種 は、 初 回

接 種 ２回、 追加 接 種(翌 年) １ 回

を行 い、基 礎免 疫終 了 後は 、 ４

年 に １ 回 追 加 免疫 を学 校( 小 学

校 ３年 、 中学 校 １ 年) で 行 い ま

す。

≫申 し 込み をする 人 … ４歳以 上

16歳 未満 で、 基礎 免疫 または

追加 免疫 を終 了 して い ない人

で、 問診 票 を持

って い ない 人

３月１日以降に住民登録をした

人は、必ず申し込みをして下さ

い。

詳 細 … 保 健 衛 生 課 予 防 衛 生 係

以前の問診票を

持っている人は

それが使えます

早めに受けて下

さい。

申し込まなくて

もよい人…59年

４月２日～60年

４月１日に生ま

れた人には初回

接種２回分、58

年４月２日～59

年４月１日生ま

れの人には追加

接種１回分の問

診票をそれぞれ

３月下旬に送り

ますので、申し

込む必要はあり

ません。ただし
車での来場は控えて下さい。

療育相談

日時…３月10日(木)午後１時

～１時30分に受け付け

会場…松戸保健所

対象…生後５ヵ月以上で、股
かんせっだっきゅう関節脱 臼検診未受診者や、整

形外科的な心配のある18歳未

満の人

乳幼児の人は、母子健康手帳

を必ず持参して下さい。

申込み…電話で松戸保健所保

健指導課Q61-2121 番へ

愛の献血

期日 会場 時間 主 催

3/6旧）
西友ストア

常盤平店前 己
松戸中央ライ

オンズグラフ

詳細…健康管理課業務係

日本脳炎予防接種日程表

会 場 期 日 時間

衛 生 会 館
4/15R 4/2朗）5/氈 5/2詛 6/氈

午

後
１

時

15

分
Ｓ
２

眄
30
分

6/2詛 7/妲 7/15R 7/2瞎 /
五 香市民 セン タ ー 4/12㈲ 4/20M 7/ 1宙 7/1謗 7/2甌

松飛台市民センター 4/1謝 4/2氈 6/氈 6/20B)7/ 1嚠

小金北市民センタ ー 4/ 1圀 4/15R 7/朏 7/1胆 7/2咀

東 部市民 セン タ ー 4/鯏 4/2肺 6/3側 ｱ/肪 7/1魴

馬橋東市民センター 4/12 吠） 4/2瞎 7/砠 7/1鉤 7/2諭

健康増進センター 4/伽 4/2肺 6/ 1伽 6/1謝 7/131水）

常盤平市民センター
4/12W 4/2a刈 5/咄 5/19(妁 6/2附

6/1胚 6/3a村 7/1OT 7/2惴 /
明 市 民 セ ン タ ー 4/ 7困 4/21(村 7/ 1窗 7/臉 7/1釖

古ケ崎市民センター 4/ 1圀 4/151 7/肪 ｱ'/12M7/2郛

稔台 市民セ ンタ ー 4/別 4/1釖 4/27 冰） 5/1勍 7/腟

小金原市民センター 4/14困 4/2肺 7/ 1宙 7/14困 7/26CW

新松戸市民センター
4/14M 4/2肺 5/1M 5/2a冽 6/肺

6/2諸 7/肺 7/13圉 7/2昧

小 金 市民セン タ ー 4/陶 4/21内 5/31W6/1叔 7/2〔X扣

馬 橋 市民セン タ ー 4/14困 4/2馴 5/驗 5/1諭 6/23PR

六実市民センター別館 4/1践 4/2鮪 6/ 1團 6/1腟 7/1R)
二十世紀が丘市民ｾﾝﾀｰ 4/践 4/1釖 7/伽 7/1朏 7/22R

救 急 医 療 体 制 健 康 保 険 証 を 忘 れ ず に ／

夜 間急 病 診療 所( 毎日)･ 午後 ８時 ～11 時 衛 生会 館内　H68-3756 番

待機 病院( 毎日)･ 午後 ５時～ 午 前 ９時 テレ ホン サービスa66-0010 番

緊急 休日 在宅当直医･ 午前9 時～午後5 時テレ ホンサ ービ スa66-0010 番

休日歯科診療所・午前9時～正午衛生会館内　　　　　　　a.65-3430番

障害者に理解を

心のふれあいを大切に

予防接種の間隔が変わりました

予防接種を受けてから次の接

種を受けるまでの間隔が、免疫

効果をあげるために、下表のよ

うに変わりました。

生ワクチンの接種を受けると、

次に生ワクチンか不活化ワクチ

ンを受けるには１ヵ月。不活化

ワクチンの接種を受けて、次に

生ワクチンか不活化ワクチンを

受けるには２週間の間隔を空け

ることになります。

生ワクチンはポリオ、麻しん、

風しん、ＢＣＧの予防接種で受け

ます。不活化ワクチンはインフ

ルエンザ、日本脳炎、三種混合

(百日ゼキ・ジフテリア・破傷

風)、二種混合( ジフテリア･破

傷風)で受けます。

順次、広報に掲載または通知

される日程表を見て、間隔が満

たない場合は、ほかの会場で受

けて下さい。

例①　麻しんの接種を受けたら、

次に風しんの接種を受ける場

合、１ヵ月の間隔を空けなけ

ればなりません。

例②　インフルエンザの接種を

受けてから、次にＢＣＧの接種

を受けるには、２週間の間隔

を空けなければなりません。

おしらせ

市役所(66)1111  ･常盤平支所(87)2131

小金支所(41)5101R 小金原支所(44)4151

六実支 所(85) 0113#馬橋支所(45)2131

新松戸支所(43)5111# 矢切支所(62)3181

東部支所(92)3061

予防接種間隔表

先 に 接 種 す る ワ ク チ ン

生 ワ ク チ ン 不活化ワクチン

ﾎﾟﾘｵ 麻しん 風しん BCG インフル
エンザ Ｈ 百ジフ破

三 混

ﾄｷｿｲ ﾄﾞ破傷風ジ
ファリア

後

から
接

種

す

る

ワ

ク

チ

ン

生ワ

ク
チン

ポリオ ＼ １ヵ月 １力月 １ヵ月 ｲｊ 昆 JIJ ろぷ

麻しん １力月 １力月 １ヵ月
２ 週
(１週)

２ 週
(１造) JIJ

２ 週
(１造)

風しん １ヵ月 １ヵ月 １ヵ月 ろＪ JIJ JIJ JIJ

BCG １ヵ月 １ヵ月 １ヵ月＼ ２ 週

(１週)
２ 週
(１週)

２ 週
(１週)

２ 週
(１週)

不
活
化
ワ

ク
チ
ン

インフル
エンザ

１力月
（２週）

１ヵ月
(２週)

１ヵ月
(２週)

１ヵ月
(１週) ﾑj

２ 週

(1週) JIJ

Ｈ 溜 溜 溜
１力月

(1週)

２ 週
(１週)＼ ２ 週

(１週)
２　週
(１週)

百ジフ破
三 混

１ヵ月
(３週)

１力月
(３凅)

１ヵ月
（３週）

１ヵ月

(1 週)
２週

(１週) JIJ＼＼
ﾄｷｿｲ ﾄﾞ
1騾jl

１ヵ月
（2週）

１力月
(２週)

１ヵ月

(2週) 溜
２ 週
(１週) JIJ＼＼

（　 ）内 は 、 従 来 の 間 隔 で す 。

詳細…保健衛生課予防衛生係
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